
令和８年７月　記者懇談会 

 

令和 8 年７月２日 

1６時０0 分～1７時０0 分 

一戸町役場庁舎２階特別会議室 

 

神楽公開で披露された高屋敷神楽 （６月２１日　神楽公開） 

１．トピックス 

（１）御所野遺跡　世界遺産登録５周年記念イベント  

ごしょの縄文感謝祭 2026 の開催について　　 

（２）次世代を担う子どもたちの学びと地域間交流  

横浜国立大学附属鎌倉小学校との相互交流について　　 

 (３）みんなが楽しい多世代交流フェスティバル 2026  

「防災デイキャンプ～楽しく学んで備えよう！～」について  

 

２．行事予定（7月・8月の行事・イベント等）



お問合せ：一戸町役場　世界遺産課（0195－32－2652　内線 9012）

 

御所野遺跡　世界遺産登録５周年記念イベント 

ごしょの縄文感謝祭 2026 の開催について 

　おかげさまを持ちまして御所野遺跡は７月２７日に世界遺産登録５周年を迎えます。 

　地域の皆さんへ感謝の気持ちを込めて「ごしょの縄文感謝祭 2026」を盛大に開催します。 

記念すべき５年目はテーマを「感謝で築く平和のとりで」とし、縄文人が大切にした自然と共生し、心豊かな

「平和」を次世代へつなぐメッセージとして発信したいと考えます。 

イベントではゲストに俳優、歌手で縄文ファンでもある菊池桃子さんを迎え、縄文時代の魅力に迫るご講演を

いただくほか、長年、地域で歌い継がれている御所野遺跡の愛唱歌「御所野縄文公園讃歌」を地元小中学生が演

奏しコーラスと合唱するほか、新成人による「平和の鐘」や花火の打ち上げなど、地域内外の皆さんと広く縄文

と平和について、考えを深めるイベントとして、大いに盛り上げていきたいと思います。 

　皆さんの記念になるイベントですので取材方、ぜひよろしくお願いします。 

 

記 

１．日時・会場　７月２５日（土）　13:30～15:20　御所野縄文博物館　会議室・研修室 

７月２６日（日）　15:00～19:45　第１部　コミュニティセンター 

第２部　御所野縄文公園　特設ステージ 

２．開 催 内 容　主な内容　◎…見どころ 

２５日（土）13:30∼14:20　「世界遺産　御所野遺跡とまわりの仲間たち」御所野縄文博物館元館長　高田和徳氏 

14:30∼15:20　「御所野遺跡と茂谷山とのただならぬ関係」奈良文化財研究所名誉研究員 岡村道雄氏 

２６日（日）15:15∼16:05　  記念講演１「遺跡を地域の宝にしていくために」　 

長野県長和町　黒耀石体験ミュージアム　学芸員　大竹幸恵さん 

　          16:10∼17:00  ◎記念講演２「縄文時代に魅せられて」　 俳優・歌手・縄文ファン　菊池桃子さん 

　　　　    18:20∼18:50　◎クロストーク「御所野遺跡の魅力、縄文の魅力、地元にも教えてください」 

　　　　　　　　　　　　                                     菊池桃子さん×大竹幸恵さん×小野寺町長 

19:00∼19:15  ◎フィナーレ「御所野縄文公園讃歌」 

　　　　　　　　        　　演奏：一戸中・金田一中吹奏楽部×一戸小金管バンド　合唱：コーラスまべち 

19:15∼19:25  ◎新成人による「平和の誓い」と「平和の鐘を鳴らそう」 

19:30∼19:45  ◎平和を祈る花火～心を合わせて平和の祈りを捧げよう～

令和８年７月２日
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お問合せ：一戸町教育委員会 学校教育課（0195－33－4860 内線 1508） 

 

次世代を担う子どもたちの学びと地域間交流 

横浜国立大学附属鎌倉小学校との相互交流について 

 
 一戸町教育委員会では将来を担う人材育成を目的に、一戸町小学生次世代育成派遣事業を実施

しております。本事業は令和 4 年度から町内児童の関東圏への派遣を行ってまいりましたが令和

7 年度に初の試みとして横浜国立大学附属鎌倉小学校の皆さまを本町へお迎えする「受け入れ交

流」を実施いたしました。その成果を受け、令和 8 年度は同校 6 学年宿泊学習として当町での受

入が決定いたしました。 

本事業の目玉は、子ども同士が互いの地域に根差した学びを深める「相互交流」と、地元住民

との触れ合いを通じた「体験学習」です。一戸南小学校御所野愛護少年団による遺跡ガイドのほ

か、郷土芸能、農業、植林など本町ならではの体験学習を受け入れます。つきましては、その様

子を広く周知したいと考えておりますので、取材方よろしくお願いいたします。 

記 

 

１．期間  令和８年７月２２日（水）～２３日（木） 

２．場所  一戸小学校、奥中山小学校、御所野縄文博物館ほか 

３．参加者 横浜国立大学附属鎌倉小学校 6年児童 104 名 

      町内児童 

      地元住民（体験学習受入先関係者）など 

４．主な交流・体験内容 

⑴ ７月２２日（水） 

・一戸小学校、奥中山小学校にて児童相互交流 

 ・町内各体験受入先にて体験学習（別紙体験学習先一覧表参照） 

⑵ ７月２３日（木） 

 ・一戸南小学校御所野愛護少年団による御所野縄文遺跡ガイド 

  

※ 詳細は別紙実施要項に記載のとおり 

令和８年 7月 2日 



令和８年度一戸町小学生次世代育成派遣事業 

（横浜国立大学附属鎌倉小学校６学年宿泊学習受入）実施要項 

2026.06.22作成 

 

１．目的 

横浜国立大学附属鎌倉小学校児童との交流を通じ、相互の地域や生活文化への理解を深め

る。互いの地域の良さについて考え、伝え合う体験をとおして、多様な価値観を認め合う態

度と、次代を担う人材としての資質・能力を育むことを目的とする。 

 

２．実施主体 

 横浜国立大学附属鎌倉小学校（附属鎌倉小学校） 

一戸町小学生次世代育成派遣協議会 

 

３．交流校 

⑴ 横浜国立大学附属鎌倉小学校 

   （〒248-0005 神奈川県鎌倉市雪ノ下３-５-10） 

   ６年児童 104名 

   引率教諭 20名程度 

 ⑵ 一戸町立一戸小学校 

   （〒028-5301 岩手県二戸郡一戸町一戸砂森149-13） 

 ⑶ 一戸町立一戸南小学校 

   （〒028-5301 岩手県二戸郡一戸町西法寺字関屋62-１） 

 ⑷ 一戸町立奥中山小学校 

   （〒028-5134 岩手県二戸郡一戸町奥中山西田子75-４） 

 

４．宿泊学習期間 

  令和８年７月21日（火）～23日（木） 

 

５．主な交流・体験内容 

(1) 7月21日 

・仙台、盛岡等を途中下車しながら各グループごとに学習活動 

(2) 7月22日 

・一戸小学校、奥中山小学校にて児童相互交流 

  ・町内各体験受入先にて体験学習（別紙参照） 

 



(3) 7月23日 

  ・一戸南小学校御所野愛護少年団による御所野縄文遺跡ガイド 

  ・御所野縄文博物館内見学、体験学習 

 

６．行程 

７月21日(火) 

時間 内容 

7:45   グループごとに公共交通機関で出発 

     各グループの計画に合わせて活動を行う 

16:30 二戸駅到着・出発 

17:15  宿泊先（ホテル奥中山高原）到着 

     夕食、活動の振り返り、入浴 

22:00  消灯 

７月22日(水) 

9:30 奥中山小学校、一戸小学校到着 

9:45 相互交流開始 

11:45 相互交流終了 

12:00  各校にて昼食休憩 

13:00  昼食休憩終了、午後の体験学習先へ移動 

13:30  各体験受入先にて体験学習開始 

15:30  体験学習終了 

     各グループごとホテルへ戻り、学習の振り返り、夕食 

19:00  一戸観光天文台へ出発 

     各クラスごとに天体観測 

21:00  最後のクラスが一戸観光天文台を出発 

22:00  消灯   

７月23日(木) 

9:00 御所野縄文博物館到着、ガイド開始 

9:45 ガイド終了 

10:00 グループごとに博物館内見学・手作り体験学習 

11:05  館内見学・手作り体験学習終了 

11:10  公園内にて集合写真撮影 

11:25  写真撮影終了 

11:30  御所野縄文博物館出発、二戸駅へ 

       二戸駅にてお土産購入、昼食受け取り 



  12:50  新幹線二戸駅出発 

 

８．安全管理及び責任の所在 

 本事業における児童の安全管理および引率等は、附属鎌倉小学校が行うものとする。なお、

緊急時等の対応については、附属鎌倉小学校が定めたフローに準じ、当町としても必要な連携

および状況の把握に努めるものとする。 

 

９．その他 

 本要項に定めのない事項については、協議会および附属鎌倉小学校間で協議のうえ決定する。 
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県

の
森

林
や

自
然

に
つ

い
て

木
が

育
つ

ま
で

に
か

か
る

年
数

地
球

温
暖

化
と

森
林

の
関

係

4
文

化
郷

土
芸

能
「

根
反

（
ね

そ
り

）
の

鹿
踊

り
（

し
し

お
ど

り
）

」
体

験

根
反

鹿
踊

り
保

存
会

体
験

場
所

：
一

戸
町

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

　
一

戸
町

に
古

く
か

ら
伝

わ
る

伝
統

芸
能

「
根

反
の

鹿
踊

り
」

を
体

験
し

ま
す

。
関

東
で

一
般

的
な

「
獅

子
舞

」
と

は
違

う
「

鹿
（

し
し

）
頭

」
や

太
鼓

を
使

い
、

機
敏

な
動

き
の

あ
る

踊
り

で
す

。
踊

り
の

動
き

の
一

部
や

か
け

声
を

地
域

の
方

か
ら

教
わ

り
ま

す
。

力
強

い
踊

り
に

は
、

豊
作

や
無

病
息

災
へ

の
願

い
が

込
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
地

域
に

受
け

継
が

れ
て

き
た

歴
史

や
文

化
に

触
れ

な
が

ら
、

み
ん

な
で

楽
し

く
学

べ
る

体
験

で
す

。
　

一
戸

に
は

郷
土

芸
能

が
７

つ
あ

り
、

そ
の

う
ち

５
つ

は
神

楽
で

す
。

県
指

定
無

形
民

俗
文

化
財

に
指

定
さ

れ
て

い
る

根
反

の
鹿

（
し

し
）

踊
り

は
神

楽
で

は
あ

り
ま

せ
ん

が
、

や
は

り
長

く
受

け
継

が
れ

て
い

る
芸

能
で

す
。

し
し

踊
り

は
何

の
た

め
に

行
わ

れ
る

の
か

根
反

地
区

や
一

戸
町

の
歴

史
日

本
各

地
の

伝
統

芸
能

に
つ

い
て

太
鼓

や
か

け
声

の
意

味
地

域
文

化
を

受
け

継
ぐ

人
た

ち
の

思
い

5
文

化
串

も
ち

作
り

体
験

（
一

社
）

い
ち

の
へ

観
光

公
社

体
験

場
所

：
鳥

海
地

区
セ

ン
タ

ー

　
岩

手
に

伝
わ

る
郷

土
料

理
「

く
し

も
ち

」
を

、
自

分
た

ち
の

手
で

作
り

ま
す

。
も

ち
を

丸
め

て
串

に
刺

し
、

炭
火

な
ど

で
こ

ん
が

り
焼

き
上

げ
ま

す
。

焼
き

た
て

の
香

ば
し

い
く

し
も

ち
は

、
と

て
も

お
い

し
く

、
昔

な
が

ら
の

食
文

化
を

楽
し

く
学

ぶ
こ

と
が

で
き

ま
す

。
地

域
の

人
と

の
交

流
を

通
し

て
、

岩
手

の
く

ら
し

や
食

の
魅

力
を

感
じ

ら
れ

る
体

験
で

す
。

　
「

く
し

も
ち

」
の

「
食

の
匠

」
に

教
え

て
も

ら
い

な
が

ら
、

食
文

化
に

つ
い

て
思

い
を

巡
ら

し
、

違
い

や
共

通
す

る
こ

と
な

ど
を

話
し

合
い

、
考

え
を

深
め

よ
う

！

岩
手

県
の

郷
土

料
理

に
つ

い
て

お
も

ち
の

原
料

や
作

り
方

昔
の

人
の

食
生

活
地

域
ご

と
の

食
文

化
の

違
い

「
地

産
地

消
」

と
い

う
言

葉
の

意
味

6
産

業
組

子
細

工
（

コ
ー

ス
タ

ー
作

り
）

体
験

い
ち

の
へ

手
技

工
芸

館

　
一

戸
町

の
木

工
技

術
を

生
か

し
た

「
組

子
細

工
」

で
、

オ
リ

ジ
ナ

ル
の

コ
ー

ス
タ

ー
作

り
に

挑
戦

し
ま

す
。

さ
ま

ざ
ま

な
形

や
色

の
木

 
pi

ec
es

 を
組

み
合

わ
せ

な
が

ら
、

自
分

だ
け

の
模

様
を

完
成

さ
せ

ま
す

。
木

の
ぬ

く
も

り
を

感
じ

な
が

ら
、

も
の

づ
く

り
の

楽
し

さ
や

職
人

さ
ん

の
技

術
の

す
ば

ら
し

さ
を

学
べ

る
体

験
で

す
。

完
成

し
た

作
品

は
思

い
出

と
し

て
持

ち
帰

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
　

職
人

さ
ん

の
工

夫
、

ま
た

苦
悩

な
ど

、
や

は
り

職
人

さ
ん

の
世

界
に

も
理

想
と

現
実

が
あ

り
ま

す
。

楽
し

さ
の

背
景

に
あ

る
も

の
を

知
る

こ
と

で
、

感
謝

の
気

持
ち

も
深

く
な

り
ま

す
。

木
工

品
は

ど
の

よ
う

に
作

ら
れ

る
の

か
組

み
木

細
工

の
歴

史
や

特
徴

木
の

種
類

に
よ

る
色

や
硬

さ
の

違
い

職
人

さ
ん

の
仕

事
に

つ
い

て
木

を
大

切
に

使
う

工
夫

や
森

林
と

の
関

係

7
産

業
、

観
光

裂
織

制
作

体
験

い
ち

の
へ

手
技

工
芸

館

　
古

く
な

っ
た

布
を

細
く

裂
い

て
糸

の
よ

う
に

し
、

機
織

り
機

で
織

り
上

げ
る

「
裂

織
」

に
挑

戦
し

ま
す

。
昔

の
人

の
知

恵
か

ら
生

ま
れ

た
伝

統
的

な
技

術
で

、
物

を
大

切
に

使
う

心
を

学
ぶ

こ
と

が
で

き
ま

す
。

色
や

模
様

を
工

夫
し

な
が

ら
、

自
分

だ
け

の
作

品
を

作
る

楽
し

さ
も

味
わ

え
ま

す
。

地
域

に
受

け
継

が
れ

て
き

た
文

化
に

ふ
れ

ら
れ

る
体

験
で

す
。

　
当

日
は

、
予

め
縦

糸
が

掛
か

っ
て

い
る

機
織

り
機

に
横

糸
を

通
し

て
織

っ
て

い
き

ま
す

が
、

実
は

、
準

備
段

階
で

縦
糸

を
掛

け
る

作
業

が
、

と
て

も
手

間
と

技
術

が
要

る
の

で
す

。
そ

れ
は

ど
う

い
う

こ
と

な
の

か
、

自
分

の
目

で
確

か
め

て
み

ま
し

ょ
う

。

裂
織

と
は

ど
ん

な
伝

統
技

術
か

昔
の

人
が

布
を

再
利

用
し

た
理

由
機

織
の

仕
組

み
「

も
っ

た
い

な
い

」
の

考
え

方
SD

G
sや

リ
サ

イ
ク

ル
と

の
つ

な
が

り

別
紙
 

7/
22
町
内
体
験
学
習
先
一
覧



お問合せ：一戸町役場　福祉課（0195－32－3700　内線 2605）

 

みんなが楽しい多世代交流フェスティバル 2026 

「防災デイキャンプ～楽しく学んで備えよう！～」について 

　ボランティア活動拠点『いちボラ+』、『放課後子ども教室』、『子育て支援センターのびのび』を

会場に、いざというときに備えて初めて会う人と協力しながら防災について学び一戸町の防災に

ついて考えるイベントを開催しますので、取材方よろしくお願いします。 

記 

１．日時　令和８年７月４日（土）　10:00 ～ 15:00 

２．場所　ボランティア活動拠点『いちボラ+』、『放課後子ども教室』、『子育て支援センターのび

のび』 

　　　　　一戸町西法寺字稲荷 21-18（旧一戸幼稚園） 

３．内容 

　防災デイキャンプ　（要申し込み・参加者　名）（10：00～14：20） 

　テント設営体験（10:00）・火起こし体験（11:00）・防災クッキング（12:00）・自衛隊と一緒に応

急担架体験（13:30） 

防災フェスタ（だれでも参加可） 

　⑴　放課後子ども教室わんぱくブース 

　　・暗いところで光る「ビーズアクセサリー作り体験」 

　　・一戸町で備蓄している防災用品の展示や避難所生活体験 

　⑵　いちボラ+ブース 

　　・家庭での防災ストック展示のほか、フリーズドライスープやロングライフパン試食 

　⑶　子育て支援センターのびのびブース 

　　・0～未就学児を対象とした遊びコーナー 

　　・森永乳業(株)提供：親子で備える防災備蓄やこどもの食育ぎゅうにゅう（10:30～11:30） 

　⑷　屋外ブース 

　　・グルメコーナー：カフェいちのへ日和・呼来楽笑・LET'SGO ここプロカフェ・ほっとワーク

のぞみ 

　　・自衛隊お楽しみコーナー：自衛隊車両展示・記念撮影、災害救助活動パネル展

令和８年７月２日 
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｜：当日のタイＺ４スケＥｊユール１

１０　：　００　はじまりの会

１０　：　１５

テント設営開始

１１　：　００　火起こし体験・
食改さんと．．．災クッホング！

●Ｓ

□

協力 ：－ｐｌＪ食生ｊｉ改善推進協議会　 御所ＷＩ．１文博物館

１２ ：００　ａ食 ・休憩
防災つツキングしたごはんを
みんなで食べよう１

１３　：　００　人形劇で学ぶ
「一寸法師水害に遭ったら…」

１３　：　３０　自衛隊と一緒に
応急担架を体験しよう！

（定Ｒ３０１）

：２　 テント片付け
おわりのｚｘ

参加者へ防災キャンプ飯プレゼント！
４ＪＸ学生以下のおこさまへ

限定オリジナルメダルをプレゼント！

ぱくブ’－ス
マ

・暗いところでも光るビーズアワセサリ一ツ
を作ろう！

・－ＦＩＢ］’で備蓄しているｓ災ＪＥｉ：ｌ呂の展示

避難所生活を体験してみよう！

のびのびブ’－ス

３

ＭＩ ＬＫ

・子育て支援センターのびのびによる

Ｏ才～未就学児まで遊びコーナー

１０ ：３０～ １　１　：３０　㈱森永ＩＬ業ａ供

・親子で備える防災備蓄について

・こどもの食育（ぎゅうにゅう ）について

いちホラ・ ス ２心心

ぶ咎

．“もしも” に備える家庭の防災ストツつ展示

いわて生活協同組合提供

・防災備蓄におすすめ！フリーズドライ

スープ８，ロングライフパン試食コーナー

・わなげチャレンジ！

得点が入ったら

お菓子がもらえるかも…！７

屋外　－ス 水
１１／

・いちのへ産！おいしいグルメが大集合

カフェいちのへ日和、 呼来楽笑

ＬＥＴ’ Ｓ　ＧＯ　ここプロカフェ

ほっとワークのぞみ

・自衛隊お楽しみコーナー

自衛隊車両に乗って

記念撮影しよう！

出ＳｉＥｒ陸上自衛隊ＨＰより引・」



令和8年7月　行事予定表

日 曜  行事名等
取材
希望

資料 時間 開催場所 担当課・連絡先等 備考

1 水
いちのへ町民セミナー　小鳥谷コース
「消しゴムはんこ教室」

○
10:00～
11:30

小鳥谷地区センター
小鳥谷地区センター
34-2111

定員15名
講師：オーダーメイドはんこ屋
ぺったん堂　はたけだ まさこ 氏

2 木 企業版ふるさと納税目録贈呈式について
15：00～
15：30

一戸町役場
２階特別会議室

政策企画課
0195-33-4851

御所野縄文電力株式会社様より

3 金
いちのへ未来会議～一戸町総合計画策定に向けた中学生
ワークショップ～

○
10:50～
12:40

一戸中学校
政策企画課
0195-33-4851

4 土
みんなが楽しい多世代交流フェスティバル2026
防災デイキャンプ

○ ○
10:00～
15:00

旧一戸幼稚園
一戸町社会福祉協議会
0195-33-3385

としょかん映画会 10:30
一戸町コミュニティセンター
ホール

一戸町立図書館
0195-43-3555

幼児・児童向けの映画会。
上映作品：『エリック・カールコレク
ション　ごちゃまぜカメレオン他』

リーヴルシネマ 14:00
一戸町コミュニティセンター
ホール

一戸町立図書館
0195-43-3555

一般向けの映画会。
上映作品：『美晴に傘を』

一戸観光天文台　一般公開日 ○
18：00～
21：00

一戸観光天文台
一戸観光天文台管理事務所　
0195-33-1212

5 日 日昇軒　萬代舘映画上映 ○
①10:30～
②14:00～

萬代舘
日昇軒
080-8869-8833

上映作品：『ニュー・シネマ・パラダ
イス』

一戸町とぼくらの未来開拓プロジェクト ○
13:30～
16:30

一戸町コミュニティセンター
政策企画課
0195-33-4851

6 月

7 火
いちのへ町民セミナー　一戸コース
「田中舘愛橘記念科学館見学」

○
13：00～
14：15

シビックセンター
一戸地区センター
33-4861

8 水 いちのへふるさとＰＲ大使レタス収穫・販売体験 ○ ○
8：45～
10：30

山下正義氏所有レタス畑
奥中山中隣

農林課
0195-33-4854

収穫体験

【まるっと里山プログラム】
～面岸の箕に親しもう（プレ）～

9：00～
12：00

体験工房
世界遺産課・御所野縄文公園
0195-32-2651

カラオケ倶楽部 13:00 一戸町コミュニティセンター
いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1400

ニュースポーツ体験教室 ○
18：30～
19：30

奥中山小学校　グラウンド
生涯学習・協働推進課
0195-33-4861

9 木 いちのへふるさとＰＲ大使レタス収穫・販売体験 ○ ○
農林課
0195-33-4854

販売体験

いちのへふるさとＰＲ大使レタス収穫・販売体験 ○ ○
13：00～
13：50

盛岡市中央卸売市場
農林課
0195-33-4855

市場研修

一戸町とぼくらの未来開拓プロジェクト ○
16:00～
18:00

萬代舘　展示場
政策企画課
0195-33-4851

10 金

11 土 一戸町民登山
一戸地区センター集合
階上岳

一戸町山岳協会
090-4043-8214（小野寺）
0195-33-4860（事務局木戸）

12 日 絵画教室 9:00 一戸町コミュニティセンター
いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1400

劇団縁　公演 ○ 9:00 一戸町コミュニティセンター
いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1400

コミセンで前売り券発売中
（前売り2,000円　当日2,500
円)

13 月

14 火
【まるっと里山プログラム】
～面岸の箕に親しもう（プレ）～

9：00～
12：00

体験工房
世界遺産課・御所野縄文公園
0195-32-2652

中山の園こぶし作品展（～30日） 〇 9:00 一戸町コミュニティセンター
いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1400

中山の園こぶし共催

いちのへふるさとＰＲ大使レタス収穫・販売体験 ○ ○
10：50～
12：40

奥中山中学校
農林課
0195-33-4854

料理体験

佐藤和夫[SaToMansion]ライブ 〇 17:30 一戸町コミュニティセンター
いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1400

15 水
いちのへ町民セミナー　小鳥谷コース
「消しゴムはんこ教室」

○
10:00～
11:30

小鳥谷地区センター
小鳥谷地区センター
34-2111

定員15名
講師：オーダーメイドはんこ屋
ぺったん堂　はたけだ まさこ 氏

童謡・唱歌を楽しむ会 13:30 一戸町コミュニティセンター
いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1400

いちのへ未来会議～一戸町総合計画策定に向けた中学生
ワークショップ～

○
13:40～
15:30

一戸中学校
政策企画課
0195-33-4851

16 木 第３３回県北一戸美術展（～19日） ○ 一戸町コミュニティセンター 一戸町文化協会

一戸町とぼくらの未来開拓プロジェクト ○
16:00～
18:00

萬代舘　展示場
政策企画課
0195-33-4851

17 金 とことこおはなし会 10:45
地域子育て支援センター
のびのび

一戸町立図書館
0195-43-3555

絵本の読み聞かせや手遊び
テーマ：「なつです　あそぼうよ」

裏面に続く



18 土 初心者向け歴史講座『地域めぐりしたくなる歴史への扉』 〇 9:00 根反の珪化木、天台寺
いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1399

参加費2,000円、要申込（定員
30名)

調べる学習教室 ○ 14:00
一戸町コミュニティセンター
会議室

一戸町立図書館
0195-43-3555

研究テーマの決め方などを学びま
す。講師：県北教育事務所　社会教
育主事　谷藤 貴彦　先生

ととのう温泉ヨガ ○
14：00～
15：00

奥中山高原温泉　
朝朱の湯大会議室

奥中山高原株式会社
0195-35-3130

定員 15名　費用 2,000円　
対象 18歳以上の女性

一戸町観光天文台　一般公開日 ○
18：00～
21：00

一戸観光天文台
一戸観光天文台管理事務所　
0195-33-1212

19 日 第30回カシオペア映画祭 ○ ○
11：00～
19:30

萬代舘
映画館「萬代舘」利活用事業実
行委員会
0195-33-4855

ゲスト：俳優 水谷豊氏

一戸町観光天文台　一般公開日 ○
18：00～
21：00

一戸観光天文台
一戸観光天文台管理事務所　
0195-33-1211

20 月

21 火

22 水 横浜国立大学附属鎌倉小学校との相互交流について ○ ○ ９：４５～
一戸小学校、奥中山小学校
ほか

学校教育課
0195-33-４８６０

カラオケ倶楽部 14:00 一戸町コミュニティセンター
いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1401

23 木 横浜国立大学附属鎌倉小学校との相互交流について ○ ○
９：００～
９：４５

御所野縄文公園
学校教育課
０１９５－３３－４８６０

24 金
いちのへ町民セミナー　奥中山コース
「みチャオ！きいチャオ！IBC～放送ここだけの話～」

○
13：30～
14：30

奥中山地区センター
奥中山地区センター
0195-35-2112

講師：IBCアナウンサー 神山浩樹氏

25 土
御所野遺跡世界遺産登録5周年記念イベント
『ごしょの縄文感謝祭』

○ ○
13:30～
15:20

御所野縄文公園
御所野縄文博物館
0195-32-2652

北桜高校吹奏楽部定期演奏会 ○ 16:00～ 一戸町コミュニティセンター 北桜高校吹奏楽部 開場15:30　開演16:00

26 日 絵画教室 9:00 一戸町コミュニティセンター
いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1400

御所野遺跡世界遺産登録5周年記念イベント
『ごしょの縄文感謝祭』

○ ○
15:00～
19:45

御所野縄文公園
御所野縄文博物館
0195-32-2652

27 月 学び場教室 ○
9:00～
１１：００

一戸地区センター3階教室
教育委員会
0195ｰ３３ｰ486０

参加費無料　先着30人程度

28 火
いちのへ町民セミナー　鳥海コース
「水引き細工で小物作り」

○

午前の部　
9：30～
午後の部　
13:30～

鳥海地区センター
鳥海地区センター
33-1204

講師：永田由美子氏

29 水 ニュースポーツ体験教室 ○
18：30～
19：30

小鳥谷地区センター　運動場
生涯学習・協働推進課
0195-33-4861

種目：モルック　
悪天候時は延期または中止とし、
開催日は改めて連絡します。

30 木 子ども司書講座 ○ 9:30
一戸町コミュニティセンター
ホール集合

一戸町立図書館
0195-43-3555

図書館のお仕事を体験します。

いちのへ町民セミナー　共通課程
「人が作った虫、カイコの話」

○
13：30～
15：00

一戸地区センター
生涯学習・協働推進課
33-4862

講師：阿部信治氏

31 金



令和8年8月　行事予定表

日 曜  行事名等
取材
希望

資料 時間 開催場所 担当課・連絡先等 備考

1 土 一戸町観光天文台　一般公開日 ○
18：00～
21：00

一戸観光天文台
一戸観光天文台管理事務所　
0195-33-1211

夏休み♪こども映画会 10:30
一戸町コミュニティセンター
ホール

一戸町立図書館
0195-43-3555

夏休みの少し長い映画会＋工作教
室

夏休みイベント 一戸町コミュニティセンター
いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1400

2 日 植物の繊維でコースターをつくろう ○
10：00～
15：30

体験工房
世界遺産課
0195-32-2652

定員10名　料金1,300円　
予約日　8/1（土）まで

アストロライブラリー～昼の星空を観察しよう～ 13:30
一戸町コミュニティセンター
会議室

一戸町立図書館
0195-43-3555

昼の星空について学びます。

いちのへストリートフェスティバル ○
12:00～
16:00

一戸町中心商店街 一戸町商工会
交通規制　12:00～20:30
IGR一戸駅前交差点～野田交差
点

夏休みイベント 一戸町コミュニティセンター
いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1400

3 月

4 火
いちのへ町民セミナー　一戸コース
「夏の運動不足解消！やさしいヨガ体験」

○
10：30～
12：00

一戸地区センター
一戸地区センター
33-4861 

講師：ヨガ講師　めりこ 氏

5 水

6 木
いちのへ町民セミナー　小鳥谷コース
「防犯と応急処置教室」

○
10:30～
11:30

小鳥谷地区センター
小鳥谷地区センター
34-2111

講師：二戸警察署小鳥谷駐在所巡査部長 
　　　三本木 裕美 氏
　　　二戸消防署一戸分消防士長 大石 和広 氏

7 金 一戸町とぼくらの未来開拓プロジェクト ○
13:30～
16:30

岩手町
政策企画課
0195-33-4851

キャリア人材育成事業「マクドナルドのお仕事」 14:00
一戸町コミュニティセンター
ホール

一戸町立図書館
0195-43-3555

マクドナルドから講師を呼び、その
仕事について学びます。

8 土 奥中山聖徳太子堂まつり

平和の鐘を鳴らそう 一戸町コミュニティセンター
一戸ユネスコ協会
0195-31-1400

9 日 絵画教室 9:00 一戸町コミュニティセンター
いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1400

10 月

11 火 一戸町観光天文台　一般公開日 ○
18：00～
21：00

一戸観光天文台
一戸観光天文台管理事務所　
0195-33-1211

12 水 カラオケ倶楽部 13:00 一戸町コミュニティセンター
いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1400

一戸町観光天文台　一般公開日 ○
18：00～
21：00

一戸観光天文台
一戸観光天文台管理事務所　
0195-33-1213

13 木 一戸町観光天文台　一般公開日 ○
18：00～
21：00

一戸観光天文台
一戸観光天文台管理事務所　
0195-33-1213

14 金 一戸町観光天文台　一般公開日 ○
18：00～
21：00

一戸観光天文台
一戸観光天文台管理事務所　
0195-33-1214

15 土 二十歳のつどい 町コミュニティセンター

一戸町観光天文台　一般公開日 ○
18：00～
21：00

一戸観光天文台
一戸観光天文台管理事務所　
0195-33-1214

16 日

17 月

18 火

19 水 童謡・唱歌を楽しむ会 13:30 一戸町コミュニティセンター
いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1400

20 木 ニュースポーツ体験教室 ○
18：30～
19：30

旧鳥海小　グラウンド
生涯学習・協働推進課
0195-33-4861

種目：モルック

21 金 とことこおはなし会 10:45
地域子育て支援センター
のびのび

一戸町立図書館
0195-43-3555

絵本の読み聞かせや手遊び
テーマ：「はたらく　くるまたち」

22 土 わくわく文化財セミナー ○
13：30～
15：00

御所野縄文公園博物館
会議室

世界遺産課
0195-32-2652

テーマ：「古代の大館の遺跡」
講師：嶋影壮憲氏　（大館市教育委
員会歴史文化課主査）

縄文の里音楽会 ○ 13:30 一戸町コミュニティセンター
いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1400

ととのう温泉ヨガ ○
14：00～
15：00

奥中山高原温泉　
朝朱の湯大会議室

奥中山高原株式会社
0195-35-3130

定員 15名　費用 2,000円　
対象 18歳以上の女性

裏面に続く



23 日 絵画教室 9:00 一戸町コミュニティセンター
いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1400

24 月

25 火

26 水 カラオケ倶楽部 13:00 一戸町コミュニティセンター
いちのへ文化・芸術NPO
0195-31-1400

27 木

28 金 一戸まつり - 町内
一戸まつり実行委員会
（商工観光課内）
0195-33-4855

29 土 一戸まつり 町内
一戸まつり実行委員会
（商工観光課内）
0195-33-4855 

30 日 一戸まつり 町内
一戸まつり実行委員会
（商工観光課内）
0195-33-4855

31 月
いちのへ町民セミナー　奥中山コース
「ヨーグルトのひみつ」

○
13：30～
14：40

奥中山地区センター
奥中山地区センター
35-2112

講師：明治株式会社



いちのへ未来会議～一戸町総合計画策定に向けた中学生ワークショップ～ 

の開催について（概要） 

第７次総合計画の策定にあたり、次代を担う中学生の意見を反映させるため、下記のとおりワーク
ショップを開催したく、ご協力をお願いいたします。 

1. 概要 

目 的 
次代を担う中学生の声（まちの現状認識・将来像・自分たちにできることなど）を、
町の最上位計画である次期総合計画に反映させ町の施策づくりにつなげるため。 

日 時 
一戸中学校 ：令和８年７月３日（金）10：50～12：40 
奥中山中学校：令和８年７月 15 日（水）13：40～15：30 

会 場 各中学校 

対象学年 ３年生 

運 営 
一戸町役場（政策企画課）／ 
策定委託業者 株式会社ジャパンインターナショナル総合研究所 

手 法 
ファシリテーターの進行のもと、付せんを用いたグループワークを想定 
※ファシリテーターは策定委託業者及び一戸町部課長級職員を想定 

 

2. 進行（案）  

・ 説明（10 分） 

・ ワーク 1：今の一戸町の「いいところ」「もっとよくできるところ」（20 分） 

・ ワーク 2：10 年後の一戸町の理想の姿（20 分） 

・ ワーク 3：理想に向けて「今できること／将来できること」（20 分） 

・ 各チームからの発表・講評（10 分） 

※授業２コマ分を使うことを想定し、80 分前後のプログラム案を示しています。（今後要調整） 

3. 結果の活用 

・ 総合計画の内容を検討する資料として活用 

4. 今後のスケジュール（案） 

 ５月中旬～６月上旬：開催日決定、学校長あて開催通知発出 

 ７月上旬～中旬：ワークショップ開催（会場：各中学校） 

 ７月下旬～８月上旬：意見のとりまとめ、町長への提言資料作成 

 ８月下旬：町長への提言（会場：役場庁舎）※各校の代表生徒数名の出席を想定 



お問い合わせ

応募はこちら！主催・運営

居場所体験！
おしゃれドリンクを
飲みながらゲームや

おしゃべりをして楽しもう！

一戸町とぼくらの未来開拓プロジェクト（通称いちぷろ）です！
いちぷろとは、町内の中高生が大学生との対話を通して、地域のこれからと
自分の将来を考え、地域でアクションするキャリア教育プログラムです。

いちぷろ

『居場所』をつくりませんか？『居場所』をつくりませんか？
ぼくたちと一緒に一戸町でぼくたちと一緒に一戸町で

主催：一戸町　政策企画課‌ �
運営：NPO法人‌     ‌　   �miraito

大学生メンバー紹介

ゆらっち

こうた

あかりん

みゆゆ

みはるん

しづ

そに

みっちゃん ふーちゃん
宮城大学

岩手県立大学

大阪経済大学

岩手県立大学

岩手県立大学

岩手大学

秋田大学

秋田大学

岩手県立大学

活動内容

①大学⽣と「どんな居場所があったらいいか」を考える
②一緒に居場所を作って、実現していく！ など

こんな人におすすめ！
・若者主体で何か活動をしてみたい人！
・若者の「居場所」を立ち上げたい⼈！
・やりたいを見つけたい、伝えたい⼈！ など

各種SNS

7月9日(木)、16日(木)

「あったらいいな」
キミが欲しい居場所を
考えてみよう！

7月5日(日)

＠一戸町コミュニティセンター

13:30〜16:30
＠萬代館 展示場

※萬代館目の前の平屋の施設です！

16:00〜18:00(仮)

8月7日(金)

若者の秘密基地
『ユースセンター』
に行ってみよう！

＠岩手町
13:30〜16:30

居場所づくり中高生メンバー募集！居場所づくり中高生メンバー募集！

miraito公式InstagramのDM、
またはmiraitoのHPから！

居場所とは？

集合場所

右下のQRコードよりお申し込みください！！！
※いつでも参加可能です！1日だけでもOK！まずは気軽に！

7/5(日)：13:00�⼀⼾町コミュニティセンター
7/9,7/16(木)：萬代館正⾯(時間指定なし！)

8/7(金)：12:00⼀⼾駅正⾯or13:00ミライト直接

家でも学校でもない、お喋り・自習・探究など思い思いに過ごせる１０代のための「第3
の場所」。「こんな場所があったらいいな」を叶えて、⾃由で安⼼な空間をつくろう。
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監督　ジュゼッペ・ トルナトーレ

（「教授 と詞・ばれたタｇ 」、 「囑の上のピアニ スト 」、 （モ リコ ーネ　 Ｂ央画がｔし たイ１≡ Ｆｌｌｌ 家）

ｉ演　ジャ ック ・ペラン　フィ リップ・ ノワ レ　 サルヴァ トー レ・ カシオ

ｃｏ ｐｙ ｒｉ ｇｈｔ　１９８９　Ｃｒｉｓｔａ ｌｄ ｉＦｉｌｍ



あの頃、 映画館があっ た。

人生は映画から教わっ た。

１９８９年の 日本初む開な来、 名作 としてｔ界中で高 く簪価さ れた珠∃ｉの一本を萬ｆｉ：舘で上映

致します。ｌ映画がき の生年ト ト（サルヅア トー レ・ カシ オ） と、 鴆の｜映圃館の恢写技師アル

フレード （フ ィリ ップ ・ノ ワレ ）のま流を、 Ｓれんばかり の映画ｔと戮にＳ く名作です。

あな たの 毛ヽの中 には、今でも トト がい ますが？

あなたに とってのアルフレードはいますか７

あな たに とっ てのパラ ダイ ス座はど こですか７

昨今、大変な勢いで次々と減ってい る映画館。

時代と共に消えつつある映画館とい うも のの存在意義をｙ共に考えてみませんが？

＜萬代官のＥ史ン

１９０９年、 山犬廣治Ｒにより 、蔵を改造した人形き：居ｊヽ

屋と して開館。１９１４年に一戸町に電灯が付く よう にな

り、 盛岡から弁士を招いて活動・真を始める よう にな

る。 萬代舘の始ま りである 。回時期、鉄道の敷設工事

に伴 って人が多く 集ま るよ うに なり 、遊郭街 と共 に発

展。 二代 目館圭・ 山大徳次郎Ｒが戦後す ぐに映写技師

の資格を取り 、妻 の光子さ んも １９５０年に岩手県初の女

性映写技師と なる 。ふ たり のｇ力に より 、黄金期 を支

えた。テレビの普八により、映画産業の衰１１がめまる

と、 １９ ７０年代 には平日 に成人映画、 週末 に一般向 け映

画と いう構成になる。 １９８０年代後半には常Ｒ映画館で

はな くな り、 Ｓ末 のみの上映と なっ た。 １９ ９９年に は二

ヶＪＩに一度程度のアニメ映画の上映形態と なり 、２００１

年にＬＬＩ大徳次郎ＲのｉＥ去によ り、 幕をＭじ る。

現在は有形登録文化財 とし て一戸町が管理し 、年に一

度の映画祭「カシオペア映画祭」が開催され、２０２６年

に第３０回の節目 をｇ える。

現在 日本を国 には １００年を超 える ａ史 を持つ映画館がお

２０館ほ どあ りま すが、二階席 のあ る映画館 は、 萬ｆｔ舘

を含めて数件 しか存在 しな い責重な存在 とな って いま

す。

＜日 昇軒 とは ７＞

個人映画上映回体とし七２０２３年に９１１．第一回上映作品 として、 津軽五味線の名手 ・高橋竹ＬＵ とそ の弟子の二代 目・ 高橋ツーを追った、大西ぶり一回督

のド。キュメ ンタ リ・一映銅「津軽のカマリ 」を上映。回時Ｓ催で二Ｒ目・ 高橋竹ＬＩＩによ る津軽Ｅ味線演奏会を開催。回年、 第二回上映作品と して、同じ

く大察む一回・よ りＩお４いをＩ回 き、 きさ４に口Ｓａ承で・いＳがれるぬ唄と、それをＳう ぬＲのＳを・つた ドキ ュメ ンタ リーゆ・ 「スケッ チ・ オブ・
ミャ ーク 」を上ｌ泱。 ２０２４年： 八Ｆ市の映画上！央事ｌｌま１１回体「白マ ドのｉｌｒ」 とのＪを回亊１と して、Ｊ ＩＩ Ｊａ，・ＥＳｇ６Ｅａ ｒ幕末ｔｌ・」の上！央と 、「幕末
太陽伝と一戸１ヒ館遊郭」 と題した トークシ ョーを開催。 回年、映画上映団体「シネマ・ デ・ アエル」 との」；同開催で、和ろう そく の制作に関わる日本

を国の尚人と その手仕事を１１つた、写真家 ・大きＳ夫・督の ドキ ュメ ンタ リー！を画「ｊたはつなぐ」上恢と 、きまや４業Ｓ会会簑と大西Ｓ央・■の トー

クシ ョーを開催。 今回、個人上映会としては初の劇映画「ニュー・ シネマ・ パラ ダイ ス」 を上映。 今後も小さな上映会を企画中。

「日 昇軒」のも前のＥＩヨ来は 、１９２５年にｘａ舘の前「現をは萬ＫＳにａじ るほＲＳ」） に中・まま（ １９８２年に廃業）をｔ察 した圭■きの祖又のきもか ら揶１き

しました。

日昇軒　萬代舘映画上映会

次回は２ ０２ ６年 ９Ｊミ１ を予定してお りま す。
問い台わせ夕６　 ：　 日昇Ｆ（ｍ自 ：き澤　０８０－８８６９－８８３３）



令５Ｆ口 ８年度　 、Ｉ Ａ新いわて・ 一ＦＦ合回

「いちのへふるさ とＰ Ｒ大使」 レタス体験研修開催要領

１。 開催目的

①いちのへふるさ とＰ Ｒ大ま「奥中 日」 中学 ３年生１６名）にｔｊＥ農業の中む品目 であるレタス生ま

を体験しても らいなが ら、 奥中 日Ｊ ｊｔ域が東北一の レタ ス産地である こと の認識を深めても らい、

農業へのＪｍ解と 回心を高 めて もら う。

②いちのへふるさ とＰＲ大吸。に奥中口』高原レタスの獅、売体験をａして一ＦＩＩＩミ「の魅力を県Ｆり消費者

に発信しても らう。

③ａ岡中央卸売市場を研修 して もらい青果物の流Ｓについて学んでもら う。

④　レタ スの簡単で美味しい食べ力をｔｊえ農家から学んで、 消費の拡大を宙、げて もら う。

２。 主催

・一‾芦叭（産業郎農林墻、）

・新岩手農業協回組合

３． ぬ賛

・を農岩手県本部

・丸モ４岡中央青ＪＲ株式会社

・一‾Ｆ叭教育委員会 （奥 中ＬＬＩ 中学校）

・二Ｆｔ域Ｗ菜生産部会奥中日ｊ支部（ レタ ス専門部会）

・㈱岩手流ａ企画　 ・㈱ユニバース

４． 珮催ＪＪ日

（１）レタス定植体験　令和 ８年６１ ５日 （金）

（２）レタス収穫体験　令和 ８年 ７１ ８日 （水）

（３）レタス販売体験　令和 ８年 ７１ ９日 （木）

（４）流瓏研修　　　 令和 ８年 ７Ｊｊ９ 日（木）

（５）レタス料Ｊｌ実習　　 令和 ８年 ７　Ｊ１　１４　日（火）
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５　実施場所

・レタス定植 ・収穫体験　＝） 一‾戸Ｍ：奥中Ｌね中学校グランド奥ｍ場「ＶＬＩ下ｊＥ義」え圃場）

・販売体験　　 ＝｝ 盛岡市： 量販売店 （ユニバース　２店舗）

・青果物流ｊｉ研修　＝い盜岡市： 盛岡市中央卸売市場

・レタス料Ｊミ体験　＝｝ 一戸Ｆ： 奥中 日』 中学校

６． 参集範囲

・いちのへふるさ とＰ Ｒ大使　１６　　　 中日』中学３ 年生）十教員

・一‾戸別（産業部農林ほ ・ａｌミｒ教育委員会）

・新岩手農業協回組合

・二ＦＪ也域蒭菜生産部会奥中日Ｊ支部 （レタス専Ｐ９部）

・を農岩手県本部

・九モ盛岡中央青果株式会社・ ㈱岩手流ｌｉを画　 ・㈱ユニバース



７．内容 （スケジュール） （案）

（１）レタス定植体験

開催日時　　　　　　　 内　　　 容　　　　　　　　　 場　　　所　　　　　　　 その他

令和 ８年 ６Ｊ１５ 日（水） 「レタス苗を定植する」　　　 奥中 Ｌｔ」中学校きく　　　　 拡声器、 手袋、Ｊｉ１カハ’

（１０　：　５０～１２　：　００）　 ２００穴 トレーｘ １６ 枚　　　　　 レタス専門部役員■場　　 のぽり旗

（７０分）　　　　 ２０ 畝（３，２００株）定植予定　　 （ＬＬＩ下正義さん圃場）

参加者４　支部 ・レタス専Ｐ１部役員　教職員　 ｌｌｆ　 ＪＡ

（２）レタス収　体験

開催日時

令和 ８年 ７ｊ ８日 （水）

（８ ：４５～１０　：　３０）

（１０５ 分）

内　　　容

「レタス を収穫する」

４００　ＥＥ収穫予定　２５箱

１箱 （１０　ｋｇ／１６　ＥＥ）

場 所

（　同　上　　）

その他

拡声器、 手袋‥ｌカノら

のぼ り旗

１１又穫ナイフ

参加者＝加　 支部 ・レタス専門部役員　教職員　ぢ　 ＪＡ

（３）レタス販売体験と一ＦＳｒＰ　Ｒ

開催日時　　　　　　　 内　　　容

令１１８ 年７ｊ９ 日（木）　 移・

８： ３０　～１０　：　００　（９０分）（ｍＴマイ クロバス）

（１０　：　００　～１１　：　３０）　 「レタス販売 と町ＰＲ」

（ユニバ ース盛岡みたけ店）　 １班 （８ 名）

（１０　：　３０　～１２　：　００）　 「レタス販売 と町 ＰＲ」

（ユコぐ－７、盛岡南店）　　　 ２班 （８ 名）

１２　：　００　～１２　：　１５　　　移動

（１５分）　　　　　　 ［ｌ］‘マイ クロバス）

１２　：　１５　～１２： ５５　　　戞．食

（４０分）

場　　　所

奥中χ－ＬＩ 中学校　＝１

盛岡市　量販店

盛岡市みたけ ２丁目

（開店　９： ００）

盛岡市雄志ｍＳ２ 丁目

（開店　１０　：　００）

みたけ＝Ｓ津志日ＥＩ ＝４

ａ岡中央卸売市場

き岡市場肖Ｉ食ｔ

その他

町マイク ロバス

飲み物

町のぼり

ミニ のぼり

・ｐｌミ「横断幕、のぼり

・Ｅ念撮影

Ｆマイク ロバス

予約 （事前申 しふみ）

３種類からのき択

参加者＝１　教職員　Ｆ　 ＪＡ　ユニバース幹部職員

（４）青果物流ａ視察ｉｆ修

開催日時

令和 ８年 ７ｊ ９日 （木）

１３　：　００　 ～　 １３　：　５０

（５０分）

１３　：　５０　 ～　 １５　：　３０

（１００ 分）

（５）レタス料Ｊ！Ｉ！実習

開催日時

令和 ８年 ７１　１４ 日（火）

１０　：　５０　 ～１２　：　４０

内　　　容

「壥凰市中央卸売市場ｉｆ修」

（青果物流亟と施鼈ｔ学）

場

盛岡市‾氛場

所 その他

丸モ職員説獸

移動

［ｐｌ］‘マイク ロバス）

盛岡市　＝ｇ・

奥中 χ－ＬＩ 中学校　 ｊｊ１着後、 解散

参加者＝１　 教職員　 ＩＩＩ］‘　 ＪＡ　丸モ

内　　　容

いち のへふる さと ＰＲ 大使

「レタス料」！｜！を学ぶ」

レタスレシピ　４品

場　　　所

奥中日」中学校

・じやこがけサラダ他

４品

その他

・ＥＥレタス ２０ ＥＥ提供

講師　生産部会婦人

参加者＝ｙ　 教職員　Ｆ　 ＪＡ



８。経費 （概算）

Ｎｏ．　 項目

１　 ６／５　 定植

７／８　 鼈穫

内　　　容

○手袋

１箱 （５０組）　 中学生１６名

○足カバー

２　 ７／９　 蜀、売　 ○飲み物 （バス車 中）

３０ 本Ｘ　１５０　円

３　 ７／９　 Ｒ食　 盛岡市場Ｆち１「いちば食堂」

２８ 名ｘ８００　Ｆｊ

（ＰＲ大使１６ネ、教員５ 名、 回ｆ ５ネ、ＪＡ２名

４　 ７／９　 販売

プレゼント

５　 ７／９　 研修

謝礼

レタス購入者先着プレゼント

１００名 ｘ２ き舗＝２００ 個（縦冷管週１）

・奥中日」高原牛乳パック＠１００　Ｆｇ　ｘ　２００　個

九モ盛岡 青＝果市場

・奥中日Ｊ高原ヨ ーグルト ６入 り＠８００× ４箱

ユニバース

・回上　２店舗分 ２箱 Ｘ２ か所

６　 ７／９　 バス　 ａｌＪ‘マイ クロバス （２７人乗り）

７　 プレゼン ト　 回丁指定袋

配布袋

７／１４　　　　 レタ ス料１１教室Ｊｎ食材

８　　 食材　　　　　 ＥＥ レタ ス　 ２０　ＥＥ

奈レタスな外の食材は中学校でｊｌミｊ意する

９　 １場管ミ費　 ・レタス苗管１１ （２００ 穴Ｘ １６ 枚）

苗代　０１，６００　Ｆｌｊ　ｘ　１６　枚＝２５，６００　Ｆｌｊ

レタス５ 箱（１，６００　Ｆｇ　ｘ　５　箱） ＝８，０００　Ｆｌｌ

・回１場づく り（マルチ張 り）

・防除等 日ガ の管ＪＩ ・定植・ 収穫手間

※税込み

金　額　　負担機関

１，６００　ＰＩ　 生産部会

４，５００　Ｐ∃　　ＪＡ

２２，４００　Ｆｊ　　Ｊ　Ａ

２０，０００　ＦＩＪ　町

一

一

６，４００　Ｆ９　町

町

町

部台提供

５０，０００　Ｆｌｊ　　生産部会

計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０４，９００　Ｐモｊ

Ｃ定植苗は■ｌｒ生産者

０１ｔｌ荷容器　 １０　ｋｇ コンテナ回１場生産者　２５ 箱　＝ｉ　２０　は　 モｉｉ常仕切り

５箱 （８０ＥＥ） 中学校へ

○　料１１実習ＪＩ］ レタ ス２０　ＥＥは生産部会提供



９。資材リスト

所　属　　 ６／５定植時

のぼ り旗 ２枚

町

中学校　　 のぽ り旗　４枚

ＪＡ

生産部会

（生産者

のぼり用ポール１０組

のぼ り旗　３枚

（レタス）

拡声器　１セ ット

手袋　　　 ３０組

足カバー　３０組

東北一看板

７／８　 収穫時

のぼ り旗　２枚

のぼり旗　４枚

のぽり用ポール１０組

のぼり旗　３枚

（レ タス）

拡声器　 ｌセ ット

手袋　　　３０組

足カバー　３０組

収穫丿目包丁　５本

東北一看板

定植苗　 １５～１６枚　 収穫Ｊｎコンテナ　２５枚

・移植機

・自動操舵機器

１０．今後の 日程

○レタス専門部会 との確認

○奥中ぱ１中学校との打合せ

○丸モ・ 流通企画 との打合せ

○ユニバース本社との打合せ

令和 ８年 ５１ ７日 （木）

令和 ８年 ５１ １３ 日（水）

令和８年５　Ｊｊ　１２　日（火）

令和８年　Ｊ１　 日（　）

７／９　 販売時

のぼり　 ４枚

ぢＰ Ｒパ ンフレッ ト　 ２００枚

タペスト リー　４枚

のぼり旗　４枚

のぼり用ポール　 １０組

のぼり旗　３枚

（レタス）

レタスミ ニのぼり　 １０枚

東北一看板

１８　：　００～　 奥中 日Ｊ駐在

９： ００～　 奥中 日」 中学校

１０　：　３０～　 丸モ会議室



１。 昨年度　いちめへふる さと大使のき動振ａり

・自 分達が作った もの （定植・ 収穫）を 自分達で販売する。

・レタスの簡単で美味 しい食べ方を学ぶ。

Ｎ０．１

①６ １４ 日（水）　 レタ スを定植作業体験　１０　：　５０　～１２　：　００　くも り（前日　 ｍ）

ゾ

２００六 ｘ１６枚 （３ ，２００ 株定植） 奥中 ＬＬＩ　 ｏｊ 下‾を義Ｊ：１と圃場

②７ １９ 日（水）　 レタ ス収穫作業体験　　 ８： ４５　～１０　：　３０　晴れ

ｆｘ

４００　ＥＥ収穫 （１０　ｋｇ コンテナノ２５箱／１６ＥＥ）　 奥中 Ｌね　 Ｌ」』下ｊＥ義八ｍ場



③７ １　１０　日
－

レタス販売体験と一や獸「ＰＲ　 １０ ：００～１２　：　００

奥
市

Ｎ０．２

盛岡市「スーパーユニバース　 ２店舗（みたけ店 ・盛岡南店） 」午前中 ９０ 分の蜀、売

各笵售　１０ コンテナ （１６０　ＥＥ）完売　　盛岡南店　店まをは上目』４一八 （奥中ＬＬＸ中学校卒）

１。１・
ｉ・’



を食　１２　：　１５　～１２　：　５５　 「市場食堂」

心

④７ Ｊ１　１０ 日（木）　　　 盛岡中央卸売市場ｉ研修　 １３　：　００～１３　：　５０

・青果物流亟について

き岡中央卸売市場低な倉庫

⑤ｌ　ｙｘ　１５ 日（火）　　　　 レタ ス料ミ実習　　 １０　：　５５　 ～１２　：　４５

Ｎ０．３

講師　ロｊ下恵利子 ・高橋祐子さん













令和 8年 ７７月１8１8      日（土土）　
　　       

　　      

　　　  講   師：県北教育事務所　
　　　　　　　 　　　　　　   
          
　　　
         

一戸町コミュニティセンター会議室

主     催：一戸町立図書館
　　　　　　　　　　　　　

指定管理者　特定非営利活動法人いちのへ文化・芸術NPO

　　　  対   象：小学生  ※児童のみ参加可

　

　　　　　

　　　  

　　　　　　

　　　　
　　　

募集人数：8名
　

申し込み先：一戸町立図書館 ☎0195-43-3555

 14：00～ 15：30　※13:45~ 受付開始

持ち物：筆記用具 , のり , はさみ , 定規 , 水筒

　　　

　

　　　　　

　　　  

　　　　　　

　　　　
　　　

6/20~図書館カウンター /電話で受付。　

※予定は変更・中止になる場合があります　

※キャンセルは開催３日前までにお知らせください。
※定員になり次第受付終了。

図書館の本を使って、研究テーマの決め方・
調べ方・まとめ方を学ぶ教室を開催します。
自由研究の参考に調べる学習にチャレンジしよう！
　　　

社会教育主事　谷藤　貴彦　先生

調べる学習教室調べる学習教室

調べて！調べて！
知って！知って！

学ぼう！学ぼう！

図書館の本を
使って調べる

調べ方の
お話を聞く

画用紙に
調べたこと
をまとめる

完成！
持ち帰る
☆研究を続
けてみよう

第　回第　回







　１９67年１0月26日　花巻市生まれ。
花巻北高校から福島大学経済学部を
卒業後、１９９０年IBC入社。
　２００0年３月、県内の報道機関職員
として初の気象予報士を取得。
　２００８年度にはアノンシスト賞ラジオ
「フリートーク」部門最優秀賞を受賞。
　現在はわが町バンザイやワイドステー
ションなど多くの番組を担当している。

どなたでも参加できます。
下記の方法でお申し込みください。

 お申し込み方法

　電　話　　
　　　　

QRコード

神山　浩樹さん

奥中山地区センター
(0195-35-2112)

IBC岩手放送アナウンサー
気象予報士・防災士

申込期限　　　７月2１日(火)まで

　　みチャオ！きいチャオ！IBC!

　　　～放送ここだけの話～

いちのへ町民セミナー　

７．２４(金)
13：30～1４：３0
奥中山地区センター・ホール
☆参加無料☆

《お問い合わせ先》

奥中山地区センター□ 0195-35-2112

☆一戸町のホームページにも情報を掲載しています！





教す 委　■主
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二言
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日日 １４

茴‘日ミ、 ｚｉ場

合タ４象

遠む物

ＦＡＸで

おゆしｉａみのカ

おＭい合わせ

３
－

４

Ｓ㎜

ＺＩ

ｒわかっ た！ でき たり　　　　　、

八衢手もｌｌｔに変わるにしょ うフ ノ乙／

４’　‘・ｒび場゛゛‾７

こ　り

！
゛
タ

／

楽しく学んでヽちょっ と得意に

一一一一一一一一一

分数や小数の

ｌ
ｅ

Ｓ４ふぶ一一←

こんなことを学びます ！　 －－－－－－　／

中心に楽 しく学びます。

コース別学ｉです。

自分ですきなコースを

選べます。

２：１：。　　　　　　　　　　　，
Ｏ。（５

７ｊｉｌ　，２ ７日 （Ｊｉｌ ）９ ：００～１１ ：００
”４ Ｆ｀Ｗｊ

ｊきｉセ ンター３階教室
－　－

小学校４ ・５ ・６ 年生

●

少人数で

学びます。

大
作
″

小学ク

６年ｉ
対こ

／
一
Ｎ

ン

・ａ

ｔｌｌ３ ０４；程 ノ゜む’

ｊＪ ＾・・

ノ　 先生がやさしく
ｈ

ｌサポートするからま心！

４

び場教室」串込み

乙新ぐ］
で≒

－

－

叫・
４｀・

ｎ　 ・Ｓ

ａｌ　ＦＡＸ　０１ ９５ －３ ２－ ２００１

筆記用具

串ｉきみ力ｊま　 ＦＡ

ノー ト・ 水筒 ・学校のタブレット
（お持ち の人）

か

このチラシのｌｌ面の

串ｉａ，■紙をご利ｌください。

※必１”璞をご記入の うえ，

ＦＡＸでＩ　 ・， してください。

一ｊＥｉ 町教育委員会

でお串し込みくださいふ

ｆｏｒｍｓで

おｌｌし込みのカ

右のＱＲコー ドから

お串し１１みください。

奈ご入力いただいた肖きは

使用しません。

０１ ９５ －３ ３－４８ ６０
Ｃ受 付ＢＩＭ　ｌｚ 日９ ：００～ １７ ：０ ０）



７.30７.30７.30 木

主催 一戸町立図書館
TEL：0195-43-3555　FAX：0195-43-3310

指定管理者:いちのへ文化・芸術NPO

一戸町立図書館、

いちのへじょうもんの里こども園

小学３年生～６年生　先着８名

筆記用具、水筒、お弁当、帽子、

タオル、POPを書きたい本1冊

持ち物

場所

対象

申込 図書館カウンター・電話にて申込

6/20(土)～受付開始
※定員になり次第受付終了

※キャンセルは開催３日前までにお知らせください

一戸町コミュニティセンター ホール集合

※中高生ボランティアも募集しています

9:30-14:309:30-14:309:30-14:30 ※9:20開場※9:20開場※9:20開場

こども園で読み聞かせをしたり、

ＰＯＰを書いたりします。

図書館の仕事を

体験して楽しく学ぼう！

子子どどもも司司書書講講座座子ども司書講座
第８回第８回第８回

202620262026

※R7年度の様子

※予定は変更・中止になる場合があります
※講座終了後に修了書を差し上げます

参加参加
無料無料
参加
無料



同日同会場で 18:00～ 「 ナニャトリャラ踊り」開催
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出演アーティスト

８  ２ 12:00～16:002026 月 日 日

14:00～

青森県八戸のライブハウスやイ
ベントで活動中の姉弟ユニット。
ポップスからロックまで楽しい
ステージをお届け致します！

あいら＆たいが

14:30～

雑’s（ザッツ）
岩手県一戸町を拠点に活動する、
イ ノ マ タ（Vo/Gt）と モ ト キ
（Vo/WB）によるスキッフル・デュ
オ。オリジナル曲を武器に、東北
をはじめ、日本各地で精力的にラ
イブ活動を行っている。

13:00～

高齢者施設や老人福祉センター等
でボランティア活動をしている。
昭和歌謡などを中心に、誰でも聞
いたことがある、聞いたらテン
ションが上がる曲を披露！

ムーミンマム

15:00～

二戸市出身。自らを「岩手フォー
クソング界のシーラカンス」と呼
び、岩手とフォークソングをこよ
なく愛しその活動は半世紀にわた
る。懐かしい曲、心に残る名曲を
お楽しみください。

荒 谷　正 勝

13:30～

同級生同士で 2004 年に結成。
当初はカバー楽曲をメインに演奏
しており幅広い客層から支持を得
る。現在は Style としてのオリジ
ナル楽曲も増やしながら岩手県内
外で活動している。

Style（スタイル）
食
べ
て
、
飲
ん
で
、

　

音
楽
を
た
の
し
も
う

食
べ
て
、
飲
ん
で
、

　

音
楽
を
た
の
し
も
う

食
べ
て
、
飲
ん
で
、

　

音
楽
を
た
の
し
も
う

一戸町中心商店街
〈交通規制〉12:00～20:30
IGR一戸駅前交差点～野田交差点

〈主 催〉 一戸町商工会

テーブルとイスの
ご用意あります
テーブルとイスの
ご用意あります

一戸駅

東北銀行
一戸支店

一戸周辺で活躍中の音楽ユニット５組による路上ライブステージを開催！

本
部

路上ライブステージ

会場

御所野遺跡世界遺産
登録５周年記念

商店街の道沿いに
おいしいフード店
多数出店予定！

商店街の道沿いに
おいしいフード店
多数出店予定！







日にち 種目 場所

①　６月17日(水)　※１ モルック
一戸町総合運動公園

テニスコート上の芝生

②　7月８日(水)　※２ モルック
奥中山小学校
グラウンド

③　7月29日(水)　※２ モルック
小鳥谷地区センター

運動場

④　8月20日(木) モルック
旧鳥海小学校
グラウンド

⑤　９月16日(水) モルック
一戸町総合運動公園
屋内ゲートボール場

⑥　10月22日(木)　 ラダーゲッター
鳥海地区センター
さわやかホール

⑦　11月９日(月) ボッチャ
一戸地区センター

体育館

⑧　11月26日(木) ボッチャ
小鳥谷地区センター

運動場

時　　間　　いずれも１８：３０～１９：３０
持 ち 物　　上履き（屋内の場合）

各地区でいろいろなニュースポーツが体験できる教室を開催します！
お友達や家族とぜひこの機会に体験してみませんか？
スポーツ大会などに向けて、楽しく練習できます！

参加
無料

　

【主催】一戸町スポーツ推進委員協議会、一戸町教育委員会
【お問合せ】生涯学習・協働推進課　0195-33-4861（内線1512）

★イベントの
　詳細はこちら→

※2 悪天候時は延期または中止とし、開催日は改めて連絡します。

※1 悪天候時または暗い時は屋内ゲートボール場で行います。

大会名 日にち 場所

総合スポーツ大会 モルック競技 ６月20日（土） 一戸町総合運動公園 テニスコート上の芝生

町内小中学生モルック大会
～ジュニアモルリンピック～

９月26日（土） 一戸町総合運動公園 テニスコート上の芝生

総合スポーツ大会 ボッチャ競技 11月14日（土） 一戸地区センター体育館

【開催予定の大会日程】



御
所
野
縄
文
公
園
や
博
物
館
の
資
料
に
つ
い
て
、
み
ん
な
と
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

よ
う
こ
そ
、

御
所
野
縄
文
公
園
へ
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御
所
野
遺
跡
は
約
50
00
年
か
ら
42
00
年
前
の
縄
文
時
代
中
期
の
遺
跡
で
、

現
在
は
史
跡
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
配
石
遺
構
を
中
心
に
３
つ
の

集
落
が
広
が
る
景
観
や
、
復
元
さ
れ
た
土
屋
根
の
竪
穴
建
物
な
ど
が
見
ど
こ
ろ

で
す
。
鳥
が
さ
え
ず
り
、
集
落
の
ま
わ
り
に
ト
チ
ノ
キ
、
ク
ル
ミ
、
ク
リ
、
ウ
ル
シ
、

コ
ナ
ラ
な
ど
が
生
育
す
る
風
景
は
ま
さ
に
縄
文
の
世
界
で
す
。
20
21
年
、
御

所
野
遺
跡
を
含
む
「
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
」
は
世
界
遺
産
に
登

録
さ
れ
ま
し
た
。

（
写
真
は

9
西
ム
ラ
）

（
写
真
は
発
掘
当
時
）

ガ
ラ
ス
張
り
の
床
下
に
約
42
00
年
前
の

焼
け
た
竪
穴
建
物
跡
が
見
つ
か
っ
た
よ
う

す
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

「
縄
文
里
山
づ
くり
」
を
進
め
て
い
る
森
で
す
。

ク
リ
や
コ
ナ
ラ
な
ど
の
落
葉
広
葉
樹
の
植
樹

も
行
っ
て
い
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
で
御
所
野

に
生
き
た
縄
文
人
の
季
節
ご
と
の
生
活
を

展
示
室
全
体
に
映
し
出
し
紹
介
し
ま
す
。

蒔
前
遺
跡
と
山
井
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
土

器
な
ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
重
要
文
化

財
の
鼻
曲
り
土
面
も
展
示
し
て
い
ま
す
。

第
1
展
示
室

駐
車
場
と
公
園
を
結
ぶ
屋
根

付
き
の
歩
道
橋
で
す
。
縄
文

の
世
界
へ
と
導
く
「
タ
イ
ム
ト

ン
ネ
ル
」
で
も
あ
り
ま
す
。

き
き
き
の
つ
り
は
し

縄
文
の
森

御
所
野
遺
跡
で
は
80
0
棟
を
超
え
る
竪
穴
建
物
跡

が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
全
国
の
縄
文
時
代
の
遺

跡
で
は
初
め
て
、
竪
穴
建
物
の
屋
根
に
土
が
の
っ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
東
ム
ラ
、中
央
ム
ラ
、

西
ム
ラ
に
あ
る
復
元
し
た
竪
穴
建
物
は
発
掘
調
査

の
成
果
に
基
づ
き
、
建
物
の
大
き
さ
、
柱
の
位
置
、

柱
の
太
さ
な
ど
を
正
確
に
復
元
し
て
い
ま
す
。

竪
穴
建
物
（
復
元
）

盛
土
遺
構
は
広
範
囲
に
削
平

さ
れ
た
場
所
に
つ
く
ら
れ
、
削

ら
れ
た
土
は
南
側
に
高
く
盛
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
南
側
の

一
段
と
高
い
場
所
は
盛
土
遺

構
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

盛
土
遺
構

竪
穴
建
物
の
屋
根
に
土
が
の
っ
て
い
た

こ
と
を
検
証
す
る
た
め
、
実
験
的
に
建

物
を
復
元
し
、
経
過
を
観
察
し
て
か
ら

2
年
後
に
建
物
を
燃
や
す
実
験
を
行
い

ま
し
た
。

焼
失
実
験
跡

第
2
展
示
室

第
3
展
示
室

G
O

S
H

O
N

O
 J

O
M

O
N

 P
R

O
G

R
A

M
20

26
.4

- 2
02

6.
10

G
O

S
H

O
N

O
 J

O
M

O
N

 S
IT

E
御
所
野
縄
文
公
園

配
石
遺
構

色
々
な
形
に
石
が
組
ま
れ
、

大
き
な
輪
の
よ
う
に
広
が
っ
て

い
ま
す
。
組
石
周
辺
で
は
墓

穴
と
考
え
ら
れ
る
穴
が
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。
配
石
遺
構

の
外
側
に
は
掘
立
柱
建
物
を

復
元
し
て
い
ま
す
。

※
有
料
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
博
物
館
１
階
窓
口
で
受
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

御
所
野
遺
跡
を
は
じ
め
、
縄

文
文
化
や
一
戸
町
の
歴
史
や

文
化
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
博
物
館
で
す
。

御
所
野
縄
文
博
物
館

●
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
御
所
野
縄
文
博
物
館
へ
お
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
電
話
：
01
95
-3
2-
26
52
）

●
予
約
開
始
日
の
午
前
9
時
か
ら
受
付
し
ま
す
。
お
申
し
込
み
の
際
に
、
参
加
者
の
お
名
前
、
ご
住
所
、
電
話
番
号
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
方
法

展
示
室
で
縄
文
を
学
べ
る
！

2 1 3
954

7

68

き
き
き
の
つ
り
は
し

1

御
所
野
縄
文
博
物
館

2

縄
文
の
森

3

東
ム
ラ

4

中
央
ム
ラ

5

配
石
遺
構

6

盛
土
遺
構

7

焼
失
実
験
跡

8

西
ム
ラ

9

鼻 曲 り 土 面

鼻 曲 り 土 面

世 界 遺 産 ・ 御 所 野 遺 跡

ご し ょ の de ま な び プ ロ グ ラ ム

講
師

 山
菜
採
り
名
人
　
欠
端
ナ
ミ
さ
ん

定
員

20
名

持
ち
物

 汚
れ
て
も
よ
い
服
装
、
軍
手
、
昼
食

参
加
料

 大
人
1,
50
0
円
、
高
校
生
以
下
70
0
円

　
　
　
　
　
　
 （
保
険
料
込
み
）

申
込
受
付
期
間
 4
月
5
日
（
日
）～
4
月
28
日
（
火
）

5月
3日
（
日
）1
0:
00
～
13
:3
0

縄
文
土
器
で
煮
炊
き
体
験

早
朝
！ 
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

縄
文
の
星
空
観
察
会
～
秋
～

公
園
内
の
山
菜
を
み
ん
な
で
探
し
ま
す
。
そ
の
後
、
石
器
で
食
材
を

さ
ば
き
、
土
器
を
使
っ
て
縄
文
時
代
の
煮
炊
き
を
体
験
し
ま
す
。
山
菜

と
鹿
肉
と
塩
で
作
る
縄
文
ス
ー
プ
を
み
ん
な
で
味
わ
っ
て
み
ま
し
ょ
う！

講
師

 カ
シ
オ
ペ
ア
連
邦
野
鳥
倶
楽
部
　
高
橋
宏
明
さ
ん

持
ち
物

 お
持
ち
の
方
は
双
眼
鏡

参
加
料

 無
料

申
込
受
付
期
間
  
事
前
予
約
不
要

5月
23
日（
土
）7
:0
0
～
10
:0
0

早
朝
の
御
所
野
縄
文
公
園
に
集
ま
る
野
鳥
を
観
察
し
ま
す
。
例
年
セ
グ

ロ
セ
キ
レ
イ
や
メ
ジ
ロ
、
キ
ビ
タ
キ
な
ど
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

※
雨
天
の
場
合
は
博
物
館
で
野
鳥
に
つ
い
て
お
話
し
を
し
ま
す
。

講
師

 一
戸
町
観
光
天
文
台
　
吉
田
偉
峰
さ
ん

定
員

20
名

参
加
料

 大
人
50
0
円
、
高
校
生
以
下
20
0
円

　
　
　
　
　
　
　（
保
険
料
込
み
）

申
込
受
付
期
間
 9
月
19
日
（
土
）
～
10
月
12
日
（
月
）

10
月
17
日（
土
）1
8:
00
～
19
:3
0

縄
文
公
園
で
温
か
い
飲
み
物
を
飲
み
な
が
ら
、
秋
の
星
空
を
観
察
し

ま
す
。
昨
年
は
夏
の
大
三
角
、
天
の
川
、
す
ば
る
、
土
星
な
ど
を
観

察
し
ま
し
た
。

※
雨
天
・
曇
天
時
は
博
物
館
内
で
星
の
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

グ
ツ
グ
ツ
！
 モ
グ
モ
グ
！

鳥
た
ち
と
レ
ッ
ツ
朝
活
！

縄
文
ロ
マ
ン
に
想
い
を
馳
せ
る
―

4
月
に
撮
影
し
た
メ
ジ
ロ



SN
S
随
時
更
新
中
！
 最
新
情
報
は
こ
こ
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
！

ま
た
は
御
所
野
縄
文
公
園

検
索

F
ac
eb
oo
k

Y
ou
T
ub
e

Q
R

Q
R

In
st
ag
ra
m

Q
R

X Q
R

て づ く り プ ロ グ ラ ム
縄
文
人
は
季
節
に
合
わ
せ
て
計
画
的
な
生
活
を
し
て
い
ま
し
た
。

御
所
野
縄
文
公
園
の
ま
わ
り
の
縄
文
里
山
を
活
用
し
て
、
縄
文
時
代
の
く
ら
し
や
も
の
づ
く
り
に
迫
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

縄
文
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
学
校
の
授
業
や

地
域
の
活
動
で
利
用
し
ま
せ
ん
か
？

御
所
野
遺
跡
の
見
学
に
合
わ
せ
て
、
て
づ
くり
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
す
る
こ
と
で
縄
文
文
化
へ
の
理
解
を
よ
り
深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
博
物
館
の
ス
タ
ッ
フ
が
学
校
や
公
民
館
な
ど
へ
出
向
き
、
て
づ
くり
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
等
を
そ
の
場
で
ご
利

用
い
た
だ
け
る
出
前
授
業
・
出
前
体
験
も
行
っ
て
い
ま
す
。
通
常
の
て
づ
くり
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
他
に
も
学
校
で
の
授
業
内
容
に

合
わ
せ
て
、
御
所
野
遺
跡
に
関
す
る
講
話
や
調
査
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
、
土
器
観
察
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

希
望
日
の
1
か
月
前
ま
で
を
目
安
に
御
所
野
縄
文
博
物
館
（
01
95
-3
2-
26
52
）
へ
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
育
園

「
親
子
で
土
器
づ
く
り
」　
2
時
間
程
度

小
学
校

「
樹
皮
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
づ
く
り
」　
40
分
程
度

　
　
　
　
　
「
土
器
観
察
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」　
1
時
間
30
分
程
度

中
学
校

「
縄
文
人
の
植
物
利
用
に
関
す
る
講
話
」　
1
時
間
程
度

　
　
　
　
　
「
正
月
飾
り
づ
く
り
」　
2
時
間
程
度

公
民
館

「
樹
皮
の
花
カ
ゴ
づ
く
り
」　
1
時
間
30
分
程
度

小
学
校
の
遠
足

一
般
の
団
体

9:
30

9:
20

9:
30

10
:3
0

11
:4
5

12
:3
0

13
:1
5

14
:0
0

9:
40

11
:1
0

11
:5
0

到
着

到
着

遺
跡
見
学

遺
跡
・
博
物
館
見
学

勾
玉
づ
く
り

樹
皮
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
づ
く
り

昼
食

自
由
遊
び

博
物
館
見
学

出
発

出
発

御
所
野
縄
文
公
園

〒
02
8-
53
16
岩
手
県
二
戸
郡
一
戸
町
岩
舘
字
御
所
野
2

TE
L ：
01
95
- 3
2-
26
52
　
FA
X：
01
95
- 3
2-
29
92

開
園
時
間
：
午
前
9
時
～
午
後
5
時
（
最
終
入
園
は
午
後
4
時
30
分
）

休
  園
  日
 ：
月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
そ
の
翌
日
）、
祝
日
の
翌
日
（
土
日
を
除
く
）、
年
末
年
始

入
  館
  料
：
一
般
30
0
円
［
25
0
円
］、
大
学
生
20
0
円
［
15
0
円
］、
高
校
生
以
下
無
料

※
［
　
］
の
中
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

「
ご
し
ょ
の
de
ま
な
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
」、
「
ま
る
っ
と
里
山
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
開
催
日
時
が
変
更
と
な
っ
た
場
合
、

御
所
野
縄
文
公
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

ht
tp
s:
//
go
sh
on
o-
is
ek
i.c
om

御
所
野
縄
文
公
園

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

●
縄
文
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
利
用
例

●
遺
跡
見
学
に
合
わ
せ
て
縄
文
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
利
用
し
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
例

1 2

勾 玉 づ く り

講 話

土 器 づ く り

樹 皮 の 花 カ ゴ づ く り

出 張 体 験
出 張 体 験

縄 文 を 楽 し く

学 び ま し ょ う！

ま る っ と 里 山 プ ロ グ ラ ム

土
笛
づ
く
り

遺
跡
か
ら
み
つ
か
っ
た
粘
土
を

使
っ
て
音
の
鳴
る
笛
を
作
り
ま
す
。

料
金
 4
00
円
　

対
象
 小
学
生
以
上

製
作
時
間
 約
40
分

勾
玉
づ
く
り

四
角
い
天
然
石
を
削
っ
て
勾
玉
の

ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
作
り
ま
す
。

料
金
 5
00
円
　

対
象
 小
学
生
以
上

製
作
時
間
 約
1時
間

ミ
ニ
オ
カ
リ
ナ
に
絵
を
描
く

白
い
オ
カ
リ
ナ
に
自
由
に
絵
を
描
き

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
オ
カ
リ
ナ
を
作
り
ま
す
。

料
金
 6
00
円
　
製
作
時
間
 約
30
分

組
み
ひ
も
づ
く
り

色
ひ
も
を
使
っ
て
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
を
作
り
ま
す
。

料
金
 3
00
円
　
製
作
時
間
 約
30
分

お
守
り
づ
く
り

凝
灰
岩
に
模
様
を
彫
り
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
お
守
り
を

作
り
ま
す
。

料
金
 4
00
円
　

対
象
 小
学
4
年
生
以
上

製
作
時
間
 約
1時
間

土
器
づ
く
り

遺
跡
か
ら
み
つ
か
っ
た
粘
土
を
使
っ
て
土
器
を
作
り
ま
す
。

料
金
 5
00
g
／
50
0
円
、
1k
g
／
1,
00
0
円
　

対
象
 小
学
4
年
生
以
上

製
作
時
間
 1
時
間
30
分
～

樹
皮
の
花
カ
ゴ
づ
く
り

ク
ル
ミ
の
樹
皮
を
編
ん
で

小
さ
い
カ
ゴ
を
作
り
ま
す
。

料
金
 1
,0
00
円
　

対
象
 小
学
4
年
生
以
上

製
作
時
間
 約
1時
間

6～
9
月
限
定
 色
い
ろ
葉
っ
ぱ
バ
ッ
グ

無
地
の
バ
ッ
グ
に
公
園
で
探
し
た
葉
っ
ぱ
の

模
様
を
付
け
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
バ
ッ
グ
を

作
り
ま
す
。

料
金
 6
00
円
　
製
作
時
間
 約
40
分

縄
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
づ
く
り

シ
ナ
ノ
キ
と
い
う
木
か
ら
と
れ
る
繊
維
を
使
っ
て

縄
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
作
り
ま
す
。

料
金
 6
00
円
　

対
象
 小
学
4
年
生
以
上

製
作
時
間
 約
30
分

縄
文
編
み
の
コ
ー
ス
タ
ー
づ
く
り

縄
文
時
代
か
ら
の
編
み
方
で
コ
ー
ス
タ
ー
を

作
り
ま
す
。

料
金
 カ
ラ
フ
ル
な
麻
糸
コ
ー
ス
／
40
0
円

　
　
　
  繊
維
コ
ー
ス
／
80
0
円
　

対
象
 小
学
4
年
生
以
上

製
作
時
間
 約
1時
間
30
分

樹
皮
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
づ
く
り

ク
ル
ミ
の
樹
皮
を
編
ん
で

ス
ト
ラ
ッ
プ
を
作
り
ま
す
。

料
金
 6
00
円
　

対
象
 小
学
生
以
上

製
作
時
間
 約
30
分

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
気
軽
に
も
の
づ
く
り
が
楽
し
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

7・
8
月
限
定
 木
で
つ
く
る
森
の
仲
間
た
ち

木
の
枝
や
木
の
実
を
使
っ
て
昆
虫
を
作
り
ま
す
。

料
金
 4
00
円
　

対
象
 小
学
生
以
上

製
作
時
間
 約
30
分

●
団
体
で
て
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
希
望
日
の
1
か
月
前
ま
で
を
目
安
に
御
所
野
縄
文
博
物
館
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
電
話
：
01
95
-3
2-
26
52
）

●
製
作
時
間
は
そ
れ
ぞ
れ
プ
ラ
ス
20
～
30
分
と
お
考
え
く
だ
さ
い
。

●
1
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
絞
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
が
、
最
大
2
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
ま
で
同
時
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
平
日
に
て
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ご
希
望
の
方
は
、
1
週
間
前
ま
で
の
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
お
電
話（
01
95
-3
2-
26
52
）ま
た
は
予
約
フ
ォ
ー
ム

か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

平
日
の
て
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム

予
約
フ
ォ
ー
ム

体
験
受
付
時
間
9:
30
～
15
:0
0

団
体
で
利
用
さ
れ
る
方
へ

土
日
祝
日
は
予
約
な
し
で
体
験
で
き
る
！

土 器 と 土 笛 は 製 作 後 、 2 ヶ 月 ほ ど 乾 燥 さ せ て 焼 き 上 げ た 後 は が き で ご 連 絡 し ま す 。

窯 焼 き コ ー ス

〈 4 〜
8 月 限
定 〉

〈 通 年 〉

野 焼
き コ ー
ス

講
師

 土
器
づ
く
り
名
人
　
菊
地
逸
夫
さ
ん

対
象

 2
回
と
も
参
加
で
き
る
中
学
生
以
上
の
方

持
ち
物・
服
装

1
2
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
、
昼
食
  2
軍
手
、
帽
子
、
飲
み
物

定
員

 1
5
名

参
加
料

 3
,5
00
円

申
込
受
付
期
間
 5
月
2
3日
（
土
）～
6月
26
日（
金
）

対
象

 中
学
生
以
上
の
方

持
ち
物・
服
装
 汚
れ
て
も
よ
い
服
装
、
軍
手
ま
た
は
作
業
用
手
袋
、
帽
子
、
飲
み
物
、
昼
食

定
員

 1
0
名

参
加
料

 1
,3
00
円

申
込
受
付
期
間
 7
月
5日
（
日
）～
8月
1日
（
土
）

超
本
格
！「
ご
し
ょ
の
」の
土
器
を
つ
く
ろ
う（
全
2回
）

植
物
の
繊
維
で
コ
ー
ス
タ
ー
を
つ
く
ろ
う

「
面
岸
の
箕み

に
親
し
も
う
」
始
動

学
芸
員
と
一
緒
に
御
所
野
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
土
器
を
観
察
し
、
観
察
し
た
土
器
を

見
本
に
2
日
間
か
け
て
約
3k
g
の
本
格
的
な
縄
文
土
器
を
作
り
ま
す
。

6月
27
日（
土
）・
6月
28
日（
日
）各
10
:0
0
～
15
:0
0（
昼
休
憩
1時
間
）

土
器
の
形
を
つ
く
る

1

カ
ラ
ム
シ
と
い
う
植
物
か
ら
布
や
縄
の
材
料
と
な
る
繊
維
を
と
り
、
ア
ン
ギ
ン
台
を
使
い
繊

維
の
コ
ー
ス
タ
ー
を
１
枚
作
り
ま
す
。

8月
2日
（
日
）1
0:
00
～
15
:3
0（
昼
休
憩
１
時
間
）

新
プ
ロ
グ
ラ
ム

前
回
作
っ
た
土
器
を
野
焼
き
で
完
成
さ
せ
ま
す
。
野
焼
き
を
し
て
い
る
間
、
土
器
を

使
っ
て
豚
汁
を
作
り
皆
さ
ん
と
一
緒
に
食
べ
ま
す
。

9月
5日
（
土
）1
0:
00
～
12
:3
0 
 ※
予
備
日
9月
12
日
(土
)

野
焼
き
・
土
器
で
煮
炊
き
体
験

2

対
象

 中
学
生
以
上
の
方

定
員

 5
名

参
加
料

 2
,0
00
円

申
込
受
付
期
間
 8
月
2
3日
（
日
）～
9月
26
日（
土
）

く
り
か
っ
ち
ゃ
で
染
め
よ
う

公
園
に
落
ち
て
い
る
ク
リ
の
イ
ガ
を
拾
い
、
イ
ガ
を
煮
出
し
て
綿
の
ス
ト
ー
ル
を
染
め
ま
す
。

ス
ト
ー
ル
は
輪
ゴ
ム
な
ど
で
絞
り
模
様
を
付
け
ま
す
。

9月
27
日（
日
）1
0:
00
～
12
:0
0

※
プ
ロ
グ
ラ
ム
当
日
は
博
物
館
１
階
窓
口
で
受
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
御
所
野
縄
文
博
物
館
へ
お
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
電
話
：
01
95
-3
2-
26
52
）

●
予
約
開
始
日
の
午
前
9
時
か
ら
受
付
し
ま
す
。
お
申
し
込
み
の
際
に
、
参
加
者
の
お
名
前
、
ご
住
所
、
電
話
番
号
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
方
法

　「
箕
」
は
脱
穀
し
た
穀
物
の
仕
分
け
な
ど
に
使
う
日
本
の
農
具
で
す
。
一
戸

町
の
面
岸
地
区
は
箕
作
り
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
面
岸

の
箕
作
り
技
術
を
受
け
継
ぐ
人
は
一
人
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
御
所
野
縄
文
博
物
館
で
は
面
岸
の
箕
作
り
技
術
の
保
護
と
継
承
、
そ
し
て

多
く
の
人
に
箕
作
り
を
通
し
て
地
域
の
自
然
に
触
れ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
か

ら
、
20
27
年
の
実
施
を
目
標
に
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
面
岸
の
箕
に
親
し
も
う
」

の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
現
在
唯
一
の
面
岸
の
箕
づ
く
り
職
人
で
あ
る
延
原

有
紀
さ
ん
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
材
料
採
取
か
ら
小
さ
な
箕
を
作
る
ま
で
の
一

連
の
工
程
を
半
年
間
か
け
て
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
今
年
度
は
箕
の
材
料
採
取
を
行
う
森
の
観
察
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

日
程
が
決
ま
り
次
第
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

面 岸 の
箕

延
原
有
紀
さ
ん

集
え
！
 縄
文
フ
ァ
ン
！

自
然
の
材
料
で
染
め
る
こ
と
が
で
き
る
！

縄
文
時
代
の
布
っ
て
ど
う
や
っ
て
作
っ
て
い
た
の
？

御
所
野
縄
文
博
物
館
内
に

ベ
ビ
ー
ケ
ア
ル
ー
ム
「
m
am
ar
o

（
マ
マ
ロ
）」
を

設
置
し
ま
し
た
。

N
E
W



  

                  

  対
象

  

町
内

に
在

住
ま

た
は

町
内

に
勤

務
し

て
い

る
方

 

 経
費

 

基
本

無
料

で
す

が
、
教

材
の

材
料

費
や

入
館

料
等

が
自

己
負

担
と

な
る

講
座

も
あ

り
ま

す
。
必

要
な

金

額
は

講
座

の
案

内
に

記
載

し
て

い
ま

す
。

 

 修
了

証
 

選
択

課
程

の
６

割
以

上
ま

た
は

共
通

課
程

・
選

択

課
程

合
わ

せ
て

６
割

以
上

の
受

講
生

に
修

了
証

を
お

渡
し

し
ま

す
。

 

 注
意

事
項

 

◆
申

し
込

み
方

法
や

定
員

、
受

講
料

な
ど

は
講

座
ご

と
に

異
な

り
ま

す
の

で
、
講

座
の

案
内

チ
ラ

シ
を

よ
く

読
ん

で
お

申
込

み
く

だ
さ

い
。

 

◆
現

地
研

修
だ

け
の

参
加

は
で

き
ま

せ
ん

。
 

◆
受

講
登

録
を

し
て

い
な

い
方

も
参

加
で

き
る

講
座

も
あ

り
ま

す
が

、
各

講
座

に
は

原
則

受
講

生
の

み

が
参

加
で

き
ま

す
。

 

◆
各

講
座

へ
の

参
加

は
、
講

座
ご

と
の

申
し

込
み

が

必
須

で
す

。
 

◆
町

民
セ

ミ
ナ

ー
全

般
に

つ
い

て
の

問
い

合
わ

せ

は
、
生

涯
学

習
・
協

働
推

進
課

（
3

3
-4

8
6

1
 
内

線
1
5

1
４

）ま
で

。
 

講
座

を
受

け
る

に
は

…
 

 

 

講
座

に
参

加
す

る
に

は
、
コ

ー
ス

の
受

講
生

に
な

る

必
要

が
あ

り
ま

す
。
選

択
課

程
の

中
か

ら
好

き
な

コ
ー

ス
を

選
ん

で
、
申

込
書

に
記

入
し

、
各

地
区

セ
ン

タ
ー

ま

で
お

申
し

込
み

く
だ

さ
い

。
 

電
話

ま
た

は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で

も
受

け
付

け
て

い
ま

す
。

講
座

へ
参

加

コ
ー

ス
の

申
し

込
み

 

〇
一

戸
コ

ー
ス

 

一
戸

地
区

セ
ン

タ
ー

（旧
文

化
セ

ン
タ

ー
）　

電
話

：3
3

-4
8

6
1
(内

線
1
5

1
３

)　
F
A

X
：3

2
-2

0
0

1
 

 

〇
鳥

海
コ

ー
ス

 

鳥
海

地
区

セ
ン

タ
ー

(旧
鳥

海
小

学
校

）　
電

話
：3

3
-1

2
0

4
　

F
A

X
：3

3
-1

6
3

3
 

 〇
小

鳥
谷

コ
ー

ス
 

小
鳥

谷
地

区
セ

ン
タ

ー
　
電

話
：3

4
-2

1
1
1
　

F
A

X
：3

4
-2

8
0

2
 

 〇
奥

中
山

コ
ー

ス
 

奥
中

山
地

区
セ

ン
タ

ー
　
電

話
：3

5
-2

1
1
2

　
F
A

X
：3

5
-2

9
5

9
 

 

受
講

生
の

方
に

各
講

座
の

チ
ラ

シ
を

お
送

り
し

ま

す
。
申

し
込

み
方

法
や

定
員

、
受

講
料

な
ど

は
講

座
ご

と
に

異
な

り
ま

す
の

で
、
講

座
の

案
内

チ
ラ

シ
を

よ
く

読
ん

で
お

申
込

み
く

だ
さ

い
。

講
座

の
申

し
込

み

各
コ

ー
ス

　
申

し
込

み
・問

い
合

わ
せ

先

令
和

８
年

度
い

ち
の

へ
町

民
セ

ミ
ナ

ー
募

集
案

内
 

主
催
　
一
戸
町
教
育
委
員
会

 

   

 

 

～
 受

講
生

募
集

案
内

 ～
 

 

                     

 

   

 
ふ

り
が

な
 　
希
望
の
コ
ー
ス
を
○
で
囲
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

 
 （

複
数
選
択
可
）
 

　
１

．
一

戸
コ
ー

ス
 

 
 ２

．
鳥

海
コ

ー
ス

 

　
３
．

小
鳥
谷

コ
ー
ス

 

　
４
．

奥
中
山

コ
ー
ス

 
氏
 名

 

住
 所

〒
　
　
　
　
－
 

 

 
電
 話

 
勤
務
先

 
昨
年
度
受
講
の
有
無

有
　
・
　
無

令
和

８
年

度

い
ち

の
へ
町

民
セ
ミ

ナ
ー
受

講
申
込

書

切
り
取
り

※
町

外
在

住
の

方
の

み
ご

記
入

く
だ

さ
い

。



※
 鳥

海
コ
ー
ス
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
鳥
海
地
区
セ
ン
タ
ー
（
☎
3
3-
12
04
）
ま
で
。
 

 

※
 
小
鳥
谷
コ
ー
ス
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
小
鳥
谷
地
区
セ
ン
タ
ー
（
☎
3
4-
21
11
）
ま
で
。
 

 

※
 
奥
中
山
コ
ー
ス
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
奥
中
山
地
区
セ
ン
タ
ー
（
☎
3
5-
21
12
）
ま
で
。
  

選
択
課
程
２
　
鳥
海
コ
ー
ス
（
鳥

海
地
区
セ
ン
タ
ー
）

 
日

時
・

会
場

テ
ー

マ
・

内
容

講
　
　
師

 
①
　
７
月
２
８
日
（
火
）
 

午
前
の
部
　
９
：
３
０
～
 

午
後
の
部
１
３
：
３
０
～
 

鳥
海
地
区
セ
ン
タ
ー

「
水

引
き

細
工

で
小

物
作

り
」
 

水
引

き
と

は
和

紙
を

こ
よ

り
に

し
て

糊
で

固
め

た
、

伝
統

的
な

「
飾

り

紐
」、

人
と
人
を
結
ぶ
縁
起
物
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
身
近
な
小
物

を
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
 

（
参
加
費
等
は
後
日
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

永
田
　
由
美
子
　
氏

 
②
　
９
月
２
９
日
（
火
）
 

午
前
の
部
　
９
：
３
０
～
 

午
後
の
部
１
３
：
３
０
～
 

鳥
海
地
区
セ
ン
タ
ー

「
映

え
る

サ
ン

ド
イ

ッ
チ

作
り

」
 

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
も
多
種
多
様
、
パ
ン
の
種
類
や
具
材
の
並
べ
方

、
切
り
方

で
表

情
が

変
わ

る
サ

ン
ド

イ
ッ

チ
、

映
え

る
盛

り
付

け
を

指
導

し
て

い
た

だ
き
ま
す
。
 

（
参
加
費
等
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す

。）

カ
フ
ェ
い
ち
の
へ
日
和
 

荒
内
　
雅
美
　
氏

 
③
　
１
０
月
２
３
日
（
金
）
 

９
：
３
０
～
１
２
：
０
０
 

滴
生
舎

「
漆

ス
ト

ラ
ッ

プ
艶

出
し

体
験

」
 

浄
法
寺
地
域
の
漆
掻
き
や
・
塗
り
の
説
明
を
聞
き

、
浄
法
寺
漆
の
プ
レ
ー

ト
を
磨
き
、
使
い
込
む
ほ
ど
に
艶
が
出
る
漆
の
特
性
を
体
験
し
ま
す
。
 

（
参
加
費
等
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す

。）

滴
生
舎

 
④
　
１
１
月
２
４
日
（
火
）
 

午
前
の
部
　
９
：
３
０
～
 

午
後
の
部
１
３
：
３
０
～
 

鳥
海
地
区
セ
ン
タ
ー

「
な

ぞ
る

絵
写

経
　

心
洗

う
！

」
 

お
経
を
書
き
写
す
「
写
経
」
と
、
仏
様
の
姿
を
描
く
「
写
仏
」
を
組
み
合

わ
せ
た
仏
教
体
験
で
す

。
集
中
力
が
高
ま
り

、
脳
ト
レ
に
も
な
る
絵
写
経
を

指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

（
参
加
費
等
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す

。）

真
言
宗
系
尼
僧
修
験
行
者
 

　
米
内
口
　
智
凰
　
氏

 
選
択
課
程
３
　
小
鳥
谷
コ
ー
ス
　
（
小
鳥
谷
地
区
セ
ン
タ
ー
）

 
日

時
・

会
場

テ
ー

マ
・

内
容

講
　
　
師

 
①
　
７
月
１
日
（
水
）
 

７
月
１
５
日
（
水
）
 

１
０
:０

０
～
１
１
:
３
０
 

小
鳥
谷
地
区
セ
ン
タ
ー

「
消

し
ゴ

ム
は

ん
こ

教
室

」
✕

（
定

員
１

５
名

２
回

）
 

消
し
ゴ
ム
を
彫
刻
刀
で
彫
り

、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
は
ん
こ
を
作
り

、
さ
ら
に

オ
リ
ジ
ナ
ル
う
ち
わ
も
作
り
ま
す

。
図
案
の
写
し
方
か
ら
彫
り
方

、
押
し
方

ま
で
丁
寧
に
学
べ
ま
す
。

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
は
ん
こ
屋
 

ぺ
っ
た
ん
堂
 

は
た
け
だ
　
ま
さ
こ
　
氏

 
②
　
８
月
６
日
（
木
）
 

１
０
：
０
０
～
１
１
：
３
０
 

  
  
小
鳥
谷
地
区
セ
ン
タ
ー

「
防

犯
と

応
急

処
置

教
室

」
 

小
鳥
谷
駐
在
さ
ん
か
ら
防
犯
に
つ
い
て
、
消
防
署
の
消
防
士
さ
ん
か
ら
応

急
処
置
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
２
本
立
て
で
す
！

二
戸
警
察
署
小
鳥
谷
駐
在
所
 

　
巡

査
部

長
　

三
本

木
　

裕
美

　
氏
 

二
戸
消
防
署
一
戸
分
署
 

　
消

防
士
長
　
大

石
　
和
広

　
氏

 
③
　
９
月
１
日
（
火
）
 

（
時
間
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。）

 
青
森
県
新
郷
村

「
キ

リ
ス

ト
の

墓
？

神
秘

の
新

郷
村

を
訪

ね
る

」
 

青
森
県
新
郷
村
を
訪
れ

、
キ
リ
ス
ト
の
里

伝
承
館
を
中
心
に
地
域
文
化
と

歴
史
に
触
れ
る
現
地
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

キ
リ
ス
ト
の
墓
伝
承
館
 

新
郷
村
観
光
協
会

 
④
　
１
０
月
７
日
（
水
）
 

１
０
月
２
１
日
（
水
）
 

１
０
：
０
０
～
１
１
：
３
０
 

小
鳥
谷
地
区
セ
ン
タ
ー

「
包

丁
研

ぎ
教

室
」

✕
（

定
員

１
５

名
２

回
）
 

毎
日
使
う
包
丁
の
基
本
的
な
研
ぎ
方
を
実
践
し

、
家
庭
で
安
全
に
包
丁
の

切
れ
味
を
保
つ
技
術
を
学
び
ま
す
。
 

（
参
加
費
等
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す

。）

初
藤
 

　
女
ヶ
澤
　
武
　
氏

 
選
択
課
程
４
　
奥
中
山
コ
ー
ス
（
奥
中
山
地
区
セ
ン
タ
ー
）

 
日

時
・

会
場

テ
ー

マ
・

内
容

講
　
　
師

 
①
　
７
月
２
４
日
（
金
）
 

１
３
：
３
０
～
１
４
：
３
０
 

　
奥
中
山
地
区
セ
ン
タ
ー

「
み

チ
ャ

オ
！

き
い

チ
ャ

オ
！

Ｉ
Ｂ

Ｃ
！

～
放
送
こ
こ
だ
け
の
話
～
」
 

テ
レ

ビ
や

ラ
ジ

オ
な

ど
で

活
躍

さ
れ

て
い

る
神

山
浩

樹
ア

ナ
ウ

ン
サ

ー
の
講
演
で
す

。
放
送
の
裏
話
や
自
然
災
害
へ
の
備
え
な
ど
、
プ
ロ
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
の
講
演
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

IB
C
岩
手
放
送
 

ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
　

神
山
　
浩
樹
　
氏

 
②
　
８
月
３
１
日
（
月
）
 

　
１
３
：
３
０
～
１
４
：
４
０
 

　
奥
中
山
地
区
セ
ン
タ
ー

「
ヨ

ー
グ

ル
ト

の
ひ

み
つ

」
 

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
牛
乳
に

、
乳
酸
菌

の
効
果
を
加
え
た
ヨ
ー
グ
ル
ト

は
、

食
卓

に
欠

か
せ
な

い
存

在
で

す
。

ヨ
ー

グ
ル

ト
の

歴
史

や
豊

か
な

栄
養

、
乳
酸
菌
の
働
き
な
ど
、
お
い
し
さ
だ
け

に
留
ま
ら
な
い
様
々
な
魅
力
を

学
び
ま
す
。

明
治
株
式
会
社

 
③
　
９
月
１
７
日
（
木
）
 

　
１
３
：
３
０
～
１
４
：
４
０
 

　
奥
中
山
地
区
セ
ン
タ
ー

「
快

眠
セ

ミ
ナ

ー
」
 

寝
具
メ
ー
カ
ー
の
西
川
株
式
会
社
の
講
座
で
す

。
睡
眠
の
重
要
性

、
効
果

や
寝
室
環
境
の
整
え
方
な
ど
を
学
び
ま
す
。

西
川
株
式
会
社
 

ス
リ

ー
プ

マ
ス

タ
ー

エ
キ

ス
パ
ー

ト
 

　
遠
藤
　
章
子
　
氏

 
④
　
１
０
月
１
９
日
（
月
）
 

　
１
３
：
３
０
～
１
４
：
４
０
 

　
奥
中
山
地
区
セ
ン
タ
ー

「
奥

中
山

の
開

拓
に

つ
い

て
」
 

本
や

講
演

な
ど

で
開

拓
の

歴
史

に
つ

い
て

学
ん

だ
こ

と
が

あ
る

方
も

い

る
と
思
い
ま
す
が
、
改
め
て
奥
中
山
の
開
拓
に
つ
い
て
学
び
ま
し
ょ
う
！

一
戸
町
世
界
遺
産
課
 

　
課
長
補
佐
　
中
村
　
明
央
 
氏

 
⑤
　
１
１
月
２
０
日
（
金
）
 

　
９
：
０
０
～
１
６
：
３
０
 

　
盛
岡
市

「
岩

鋳
鉄

器
館

見
学

」
 

南
部
鉄
器
の
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
実
際
の
作
業
工
程
を
見
学
し
ま
す
。
 

明
治

35
年
創
業

以
来
、
南

部
鉄
器

を
作
り
続
け

て
い
る
伝

統
を
学
び

ま
す
。

施
設
職
員

※
 共

通
課
程
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
生
涯
学
習
・
協
働
推
進
課
（
☎
33
-4
86
1 
内
線

15
14
）
ま
で
。
  

　
　
　
　
　
　
　
※
 一

戸
コ
ー
ス
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
一
戸
地
区
セ
ン
タ
ー
（
☎
33
-4
86
1 
内
線

15
13
）
ま
で
。
 

               

 
共
通
課
程
　
（
ど
の
コ
ー
ス
で
も
受
講
で
き
ま
す
）

 
日

時
・

会
場

テ
ー

マ
・

内
容

講
　
　
師

 
【
開
講
式
】
 

①
　
６
月
２
７
日
（
土
）
 

　
１
０
：
０
０
～
１
１
：
３
０
 

　
一
戸
地
区
セ
ン
タ
ー

「
演

劇
の

魅
力

」
 

二
戸

演
劇
協
会
雲
人
と
劇
団

赤
い
風
に
所
属
す

る
川
口
先
生
に
演

劇
の

魅
力
に
つ
い
て
教
え
て
い

た
だ
き
ま
す
。
講
師
に
よ
る
朗
読
と

と
も
に
、

演
劇
の
世
界
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

川
口
　
奈
々
美
　
氏

 
②
　
７
月
３
０
日
（
木
）
 

　
１
３
：
３
０
～
１
５
：
０
０
 

一
戸
地
区
セ
ン
タ
ー

「
人

が
作

っ
た

虫
、

カ
イ

コ
の

話
」
 

一
戸

町
で
も
盛
ん
だ
っ
た
養

蚕
の
歴
史
と
現
状

、
こ
れ
か
ら
の
カ

イ
コ

の
利
用
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。

阿
部
　
信
治
　
氏

 
③
　
９
月
９
日
（
水
）
 

（
時
間
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。）
 

　
一
戸
地
区
セ
ン
タ
ー

「
脳

を
活

性
化

！
大

人
の

塗
り

絵
講

座
」
 

集
中
力
ア
ッ
プ

、
認
知
症
予
防
と
さ

ま
ざ
ま
な
効
果
が
期
待
で

き
る
塗

り
絵
。
初
め
て

で
も
上
手
に
仕
上
げ
る

コ
ツ
や
楽
し
み
方
を
教
え

て
い
た

だ
き
ま
す
。

明
治
安
田
　
職
員

 
④
　
１
１
月
１
０
日
（
火
）
 

　
　
１
１
月
１
７
日
（
火
）
 

　
１
０
：
３
０
～
１
３
：
３
０
 

　
一
戸
地
区
セ
ン
タ
ー

「
季

節
の

野
菜

を
楽

し
む

！
手

作
り

お
や

つ
教

室
」
 

季
節

の
野

菜
を

使
っ

た
お

や
つ

の
作

り
方

を
学

び
ま
す

。
野

菜
の

お
い

し
さ
を
楽
し
め
る
お
や
つ
を
一
緒
に
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
 

（
参
加
費
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。）

カ
フ
ェ
い
ち
の
へ
日
和
 

荒
内
　
雅
美
　
氏

 
【
修
了
式
】
 

⑤
　
１
月
１
６
日
（
土
）
 

　
１
０
：
０
０
～
１
１
：
３
０
 

　
一
戸
地
区
セ
ン
タ
ー

「
家

庭
で

楽
し

む
野

菜
づ

く
り

の
基

礎
講

座
」
 

昨
年
開
催
し
た
高
橋
先
生

の
家
庭
菜
園
講
座
第
２
弾
！
今
回

は
野
菜
づ

く
り
の
基
礎
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
戸
夢
フ
ァ
ー
ム
 

一
戸

町
農

業
担

い
手

育
成

指
導

部
長
 

髙
橋
　
寿
一
　
氏

 
選
択
課
程
１
　
一
戸
コ
ー
ス
（
一

戸
地
区
セ
ン
タ
ー
）

 
日

時
・

会
場

テ
ー

マ
・

内
容

講
　
　
師

 
①
　
７
月
７
日
（
火
）
 

　
１
３
：
０
０
～
１
４
：
１
５
 

　
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

「
田

中
舘

愛
橘

記
念

科
学

館
見

学
」
 

科
学
史
や
博
士
の
業
績
を

、
職
員
の
解
説
付
き
で
学
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

さ
ら
に
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
も
開
催
し
ま
す
！
 

（
参
加
費
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。）

施
設
職
員

 
②
　
８
月
４
日
（
火
）
 

１
０
：
３
０
～
１
２
：
０
０
 

一
戸
地
区
セ
ン
タ
ー

「
夏

の
運

動
不

足
解

消
！

や
さ

し
い

ヨ
ガ

体
験

」
 

暑
く
て
動

き
た
く
な
い
…

冷
房
に
よ
る

冷
え
に
悩
ん

で
い
る
…
と
い
う

方
へ
、
毎

日
を
よ
り
元
気
に

、
心
地
よ
く

過
ご
す
た
め

の
ヨ
ガ
体
験
。
お

家
で
出
来
る
元
気
の
コ
ツ
も
お
伝
え
し
ま
す
。

ヨ
ガ
講
師
 

め
り
こ
 氏

 
③
　
９
月
１
８
日
（
金
）
 

　
１
３
：
３
０
～
１
５
：
０
０
 

　
一
戸
地
区
セ
ン
タ
ー

「
身

近
な

日
本

語
の

変
遷

」
 

普
段
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
言
葉
、
も
と
も
と
は
違
う
意
味
だ
っ
た
？

時
代
と
と
も
に
移
り
行
く
言
葉
の
変
化
を
た
ど
り
、
日
本
語
の
面
白
さ
を

再
発
見
し
ま
し
ょ
う
。

盛
岡
大
学
 

　
准
教
授
　
橋
本
 博

幸
 
氏

 
④
　
１
０
月
１
６
日
（
金
）
 

　
１
３
：
３
０
～
１
５
：
０
０
 

　
一
戸
地
区
セ
ン
タ
ー

「
介

護
の

不
安

を
解

決
！

今
か

ら
知

る
・

今
日

か
ら

始
め

る
介

護

の
そ

な
え

」
 

介
護
が
必
要
に
な
る
サ
イ
ン
や
公
的
介
護
保
険
の
仕
組
み
な
ど
、
将
来

の
備
え
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
介
護
の
不
安
を
解
消
し
ま
し
ょ
う
。

明
治
安
田
 

　
長
内
 明

子
 
氏

 
⑤
　
１
２
月
４
日
（
金
）
 

　
１
０
：
３
０
～
１
２
：
０
０
 

　
一
戸
地
区
セ
ン
タ
ー

「
減

塩
商

品
の

食
べ

比
べ

」
 

「
減

塩
が

大
切

と
聞

く
け

ど
、

減
塩

商
品

は
味

が
薄
く

て
お

い
し

く
な

さ
そ

う
…

」
と

い
う

イ
メ

ー
ジ

は
あ

り
ま

せ
ん

か
？
通

常
商

品
と

減
塩

商
品

を
食

べ
比

べ
て

味
の

違
い

を
学

習
し

ま
し

ょ
う
。

い
ろ

ん
な

減
塩

商
品
の
試
食
を
ご
用
意
し
ま
す
！

い
わ

て
生

協
事

業
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
室
 

　
袰
主
　
恵
梨
　
氏

※
 鳥

海
コ
ー
ス
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
鳥
海
地
区
セ
ン
タ
ー
（
☎
3
3-
12
04
）
ま
で
。
 

 

※
 
小
鳥
谷
コ
ー
ス
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
小
鳥
谷
地
区
セ
ン
タ
ー
（
☎
3
4-
21
11
）
ま
で
。
 

 

※
 
奥
中
山
コ
ー
ス
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
奥
中
山
地
区
セ
ン
タ
ー
（
☎
3
5-
21
12
）
ま
で
。
  

選
択
課
程
２
　
鳥
海
コ
ー
ス
（
鳥

海
地
区
セ
ン
タ
ー
）

 
日

時
・

会
場

テ
ー

マ
・

内
容

講
　
　
師

 
①
　
７
月
２
８
日
（
火
）
 

午
前
の
部
　
９
：
３
０
～
 

午
後
の
部
１
３
：
３
０
～
 

鳥
海
地
区
セ
ン
タ
ー

「
水

引
き

細
工

で
小

物
作

り
」
 

水
引

き
と

は
和

紙
を

こ
よ

り
に

し
て

糊
で

固
め

た
、

伝
統

的
な

「
飾

り

紐
」、

人
と
人
を
結
ぶ
縁
起
物
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
身
近
な
小
物

を
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
 

（
参
加
費
等
は
後
日
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

永
田
　
由
美
子
　
氏

 
②
　
９
月
２
９
日
（
火
）
 

午
前
の
部
　
９
：
３
０
～
 

午
後
の
部
１
３
：
３
０
～
 

鳥
海
地
区
セ
ン
タ
ー

「
映

え
る

サ
ン

ド
イ

ッ
チ

作
り

」
 

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
も
多
種
多
様
、
パ
ン
の
種
類
や
具
材
の
並
べ
方

、
切
り
方

で
表

情
が

変
わ

る
サ

ン
ド

イ
ッ

チ
、

映
え

る
盛

り
付

け
を

指
導

し
て

い
た

だ
き
ま
す
。
 

（
参
加
費
等
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す

。）

カ
フ
ェ
い
ち
の
へ
日
和
 

荒
内
　
雅
美
　
氏

 
③
　
１
０
月
２
３
日
（
金
）
 

９
：
３
０
～
１
２
：
０
０
 

滴
生
舎

「
漆

ス
ト

ラ
ッ

プ
艶

出
し

体
験

」
 

浄
法
寺
地
域
の
漆
掻
き
や
・
塗
り
の
説
明
を
聞
き

、
浄
法
寺
漆
の
プ
レ
ー

ト
を
磨
き
、
使
い
込
む
ほ
ど
に
艶
が
出
る
漆
の
特
性
を
体
験
し
ま
す
。
 

（
参
加
費
等
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す

。）

滴
生
舎

 
④
　
１
１
月
２
４
日
（
火
）
 

午
前
の
部
　
９
：
３
０
～
 

午
後
の
部
１
３
：
３
０
～
 

鳥
海
地
区
セ
ン
タ
ー

「
な

ぞ
る

絵
写

経
　

心
洗

う
！

」
 

お
経
を
書
き
写
す
「
写
経
」
と
、
仏
様
の
姿
を
描
く
「
写
仏
」
を
組
み
合

わ
せ
た
仏
教
体
験
で
す

。
集
中
力
が
高
ま
り

、
脳
ト
レ
に
も
な
る
絵
写
経
を

指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

（
参
加
費
等
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す

。）

真
言
宗
系
尼
僧
修
験
行
者
 

　
米
内
口
　
智
凰
　
氏

 
選
択
課
程
３
　
小
鳥
谷
コ
ー
ス
　
（
小
鳥
谷
地
区
セ
ン
タ
ー
）

 
日

時
・

会
場

テ
ー

マ
・

内
容

講
　
　
師

 
①
　
７
月
１
日
（
水
）
 

７
月
１
５
日
（
水
）
 

１
０
:０

０
～
１
１
:
３
０
 

小
鳥
谷
地
区
セ
ン
タ
ー

「
消

し
ゴ

ム
は

ん
こ

教
室

」
✕

（
定

員
１

５
名

２
回

）
 

消
し
ゴ
ム
を
彫
刻
刀
で
彫
り

、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
は
ん
こ
を
作
り

、
さ
ら
に

オ
リ
ジ
ナ
ル
う
ち
わ
も
作
り
ま
す

。
図
案
の
写
し
方
か
ら
彫
り
方

、
押
し
方

ま
で
丁
寧
に
学
べ
ま
す
。

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
は
ん
こ
屋
 

ぺ
っ
た
ん
堂
 

は
た
け
だ
　
ま
さ
こ
　
氏

 
②
　
８
月
６
日
（
木
）
 

１
０
：
０
０
～
１
１
：
３
０
 

  
  
小
鳥
谷
地
区
セ
ン
タ
ー

「
防

犯
と

応
急

処
置

教
室

」
 

小
鳥
谷
駐
在
さ
ん
か
ら
防
犯
に
つ
い
て
、
消
防
署
の
消
防
士
さ
ん
か
ら
応

急
処
置
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
２
本
立
て
で
す
！

二
戸
警
察
署
小
鳥
谷
駐
在
所
 

　
巡

査
部

長
　

三
本

木
　

裕
美

　
氏
 

二
戸
消
防
署
一
戸
分
署
 

　
消

防
士
長
　
大

石
　
和
広

　
氏

 
③
　
９
月
１
日
（
火
）
 

（
時
間
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。）

 
青
森
県
新
郷
村

「
キ

リ
ス

ト
の

墓
？

神
秘

の
新

郷
村

を
訪

ね
る

」
 

青
森
県
新
郷
村
を
訪
れ

、
キ
リ
ス
ト
の
里

伝
承
館
を
中
心
に
地
域
文
化
と

歴
史
に
触
れ
る
現
地
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

キ
リ
ス
ト
の
墓
伝
承
館
 

新
郷
村
観
光
協
会

 
④
　
１
０
月
７
日
（
水
）
 

１
０
月
２
１
日
（
水
）
 

１
０
：
０
０
～
１
１
：
３
０
 

小
鳥
谷
地
区
セ
ン
タ
ー

「
包

丁
研

ぎ
教

室
」

✕
（

定
員

１
５

名
２

回
）
 

毎
日
使
う
包
丁
の
基
本
的
な
研
ぎ
方
を
実
践
し

、
家
庭
で
安
全
に
包
丁
の

切
れ
味
を
保
つ
技
術
を
学
び
ま
す
。
 

（
参
加
費
等
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す

。）

初
藤
 

　
女
ヶ
澤
　
武
　
氏

 
選
択
課
程
４
　
奥
中
山
コ
ー
ス
（
奥
中
山
地
区
セ
ン
タ
ー
）

 
日

時
・

会
場

テ
ー

マ
・

内
容

講
　
　
師

 
①
　
７
月
２
４
日
（
金
）
 

１
３
：
３
０
～
１
４
：
３
０
 

　
奥
中
山
地
区
セ
ン
タ
ー

「
み

チ
ャ

オ
！

き
い

チ
ャ

オ
！

Ｉ
Ｂ

Ｃ
！

～
放
送
こ
こ
だ
け
の
話
～
」
 

テ
レ

ビ
や

ラ
ジ

オ
な

ど
で

活
躍

さ
れ

て
い

る
神

山
浩

樹
ア

ナ
ウ

ン
サ

ー
の
講
演
で
す

。
放
送
の
裏
話
や
自
然
災
害
へ
の
備
え
な
ど
、
プ
ロ
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
の
講
演
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

IB
C
岩
手
放
送
 

ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
　

神
山
　
浩
樹
　
氏

 
②
　
８
月
３
１
日
（
月
）
 

　
１
３
：
３
０
～
１
４
：
４
０
 

　
奥
中
山
地
区
セ
ン
タ
ー

「
ヨ

ー
グ

ル
ト

の
ひ

み
つ

」
 

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
牛
乳
に

、
乳
酸
菌

の
効
果
を
加
え
た
ヨ
ー
グ
ル
ト

は
、

食
卓

に
欠

か
せ
な

い
存

在
で

す
。

ヨ
ー

グ
ル

ト
の

歴
史

や
豊

か
な

栄
養

、
乳
酸
菌
の
働
き
な
ど
、
お
い
し
さ
だ
け

に
留
ま
ら
な
い
様
々
な
魅
力
を

学
び
ま
す
。

明
治
株
式
会
社

 
③
　
９
月
１
７
日
（
木
）
 

　
１
３
：
３
０
～
１
４
：
４
０
 

　
奥
中
山
地
区
セ
ン
タ
ー

「
快

眠
セ

ミ
ナ

ー
」
 

寝
具
メ
ー
カ
ー
の
西
川
株
式
会
社
の
講
座
で
す

。
睡
眠
の
重
要
性

、
効
果

や
寝
室
環
境
の
整
え
方
な
ど
を
学
び
ま
す
。

西
川
株
式
会
社
 

ス
リ

ー
プ

マ
ス

タ
ー
エ

キ
ス

パ
ー

ト
 

　
遠
藤
　
章
子
　
氏

 
④
　
１
０
月
１
９
日
（
月
）
 

　
１
３
：
３
０
～
１
４
：
４
０
 

　
奥
中
山
地
区
セ
ン
タ
ー

「
奥

中
山

の
開

拓
に

つ
い

て
」
 

本
や

講
演

な
ど

で
開

拓
の

歴
史

に
つ

い
て

学
ん

だ
こ

と
が

あ
る

方
も

い

る
と
思
い
ま
す
が
、
改
め
て
奥
中
山
の
開
拓
に
つ
い
て
学
び
ま
し
ょ
う
！

一
戸
町
世
界
遺
産
課
 

　
課
長
補
佐
　
中
村
　
明
央
 
氏

 
⑤
　
１
１
月
２
０
日
（
金
）
 

　
９
：
０
０
～
１
６
：
３
０
 

　
盛
岡
市

「
岩

鋳
鉄

器
館

見
学

」
 

南
部
鉄
器
の
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
実
際
の
作
業
工
程
を
見
学
し
ま
す
。
 

明
治

35
年
創
業

以
来
、
南

部
鉄
器

を
作
り
続
け

て
い
る
伝

統
を
学
び

ま
す
。

施
設
職
員

※
 共

通
課
程
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
生
涯
学
習
・
協
働
推
進
課
（
☎
3
3-
48
61
 
内
線

15
1
4）

ま
で
。
  

　
　
　
　
　
　
　
※
 一

戸
コ
ー
ス
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
一
戸
地
区
セ
ン
タ
ー
（
☎
3
3-
48
61
 
内
線

15
1
3）

ま
で
。
 

               

 
共
通
課
程
　
（
ど
の
コ
ー
ス
で
も
受
講
で
き
ま
す
）

 
日

時
・

会
場

テ
ー

マ
・

内
容

講
　
　
師

 
【
開
講
式
】
 

①
　
６
月
２
７
日
（
土
）
 

　
１
０
：
０
０
～
１
１
：
３
０
 

　
一
戸
地
区
セ
ン
タ
ー

「
演

劇
の

魅
力

」
 

二
戸

演
劇
協
会
雲
人
と
劇
団

赤
い
風
に
所
属
す

る
川
口
先
生
に
演

劇
の

魅
力
に
つ
い
て
教
え
て
い

た
だ
き
ま
す
。
講
師
に
よ
る
朗
読
と

と
も
に
、

演
劇
の
世
界
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

川
口
　
奈
々
美
　
氏

 
②
　
７
月
３
０
日
（
木
）
 

　
１
３
：
３
０
～
１
５
：
０
０
 

一
戸
地
区
セ
ン
タ
ー

「
人

が
作

っ
た

虫
、

カ
イ

コ
の

話
」
 

一
戸

町
で
も
盛
ん
だ
っ
た
養

蚕
の
歴
史
と
現
状

、
こ
れ
か
ら
の
カ

イ
コ

の
利
用
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。

阿
部
　
信
治
　
氏

 
③
　
９
月
９
日
（
水
）
 

（
時
間
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。）
 

　
一
戸
地
区
セ
ン
タ
ー

「
脳

を
活

性
化

！
大

人
の

塗
り

絵
講

座
」
 

集
中
力
ア
ッ
プ

、
認
知
症
予
防
と
さ

ま
ざ
ま
な
効
果
が
期
待
で

き
る
塗

り
絵
。
初
め
て

で
も
上
手
に
仕
上
げ
る

コ
ツ
や
楽
し
み
方
を
教
え

て
い
た

だ
き
ま
す
。

明
治
安
田
　
職
員

 
④
　
１
１
月
１
０
日
（
火
）
 

　
　
１
１
月
１
７
日
（
火
）
 

　
１
０
：
３
０
～
１
３
：
３
０
 

　
一
戸
地
区
セ
ン
タ
ー

「
季

節
の

野
菜

を
楽

し
む

！
手

作
り

お
や

つ
教

室
」
 

季
節

の
野

菜
を

使
っ

た
お

や
つ

の
作

り
方

を
学

び
ま
す

。
野

菜
の

お
い

し
さ
を
楽
し
め
る
お
や
つ
を
一
緒
に
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
 

（
参
加
費
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。）

カ
フ
ェ
い
ち
の
へ
日
和
 

荒
内
　
雅
美
　
氏

 
【
修
了
式
】
 

⑤
　
１
月
１
６
日
（
土
）
 

　
１
０
：
０
０
～
１
１
：
３
０
 

　
一
戸
地
区
セ
ン
タ
ー

「
家

庭
で

楽
し

む
野

菜
づ

く
り

の
基

礎
講

座
」
 

昨
年
開
催
し
た
高
橋
先
生

の
家
庭
菜
園
講
座
第
２
弾
！
今
回

は
野
菜
づ

く
り
の
基
礎
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
戸
夢
フ
ァ
ー
ム
 

一
戸

町
農

業
担

い
手

育
成

指
導

部
長
 

髙
橋
　
寿
一
　
氏

 
選
択
課
程
１
　
一
戸
コ
ー
ス
（
一

戸
地
区
セ
ン
タ
ー
）

 
日

時
・

会
場

テ
ー

マ
・

内
容

講
　
　
師

 
①
　
７
月
７
日
（
火
）
 

　
１
３
：
０
０
～
１
４
：
１
５
 

　
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

「
田

中
舘

愛
橘

記
念

科
学

館
見

学
」
 

科
学
史
や
博
士
の
業
績
を

、
職
員
の
解
説
付
き
で
学
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

さ
ら
に
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
も
開
催
し
ま
す
！
 

（
参
加
費
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。）

施
設
職
員

 
②
　
８
月
４
日
（
火
）
 

１
０
：
３
０
～
１
２
：
０
０
 

一
戸
地
区
セ
ン
タ
ー

「
夏

の
運

動
不

足
解

消
！

や
さ

し
い

ヨ
ガ

体
験

」
 

暑
く
て
動

き
た
く
な
い
…

冷
房
に
よ
る

冷
え
に
悩
ん

で
い
る
…
と
い
う

方
へ
、
毎

日
を
よ
り
元
気
に

、
心
地
よ
く

過
ご
す
た
め

の
ヨ
ガ
体
験
。
お

家
で
出
来
る
元
気
の
コ
ツ
も
お
伝
え
し
ま
す
。

ヨ
ガ
講
師
 

め
り
こ
 氏

 
③
　
９
月
１
８
日
（
金
）
 

　
１
３
：
３
０
～
１
５
：
０
０
 

　
一
戸
地
区
セ
ン
タ
ー

「
身

近
な

日
本

語
の

変
遷

」
 

普
段
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
言
葉
、
も
と
も
と
は
違
う
意
味
だ
っ
た
？

時
代
と
と
も
に
移
り
行
く
言
葉
の
変
化
を
た
ど
り
、
日
本
語
の
面
白
さ
を

再
発
見
し
ま
し
ょ
う
。

盛
岡
大
学
 

　
准
教
授
　
橋
本
 博

幸
 
氏

 
④
　
１
０
月
１
６
日
（
金
）
 

　
１
３
：
３
０
～
１
５
：
０
０
 

　
一
戸
地
区
セ
ン
タ
ー

「
介

護
の

不
安

を
解

決
！

今
か

ら
知

る
・

今
日

か
ら

始
め

る
介

護

の
そ

な
え

」
 

介
護
が
必
要
に
な
る
サ
イ
ン
や
公
的
介
護
保
険
の
仕
組
み
な
ど
、
将
来

の
備
え
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
介
護
の
不
安
を
解
消
し
ま
し
ょ
う
。

明
治
安
田
 

　
長
内
 明

子
 
氏

 
⑤
　
１
２
月
４
日
（
金
）
 

　
１
０
：
３
０
～
１
２
：
０
０
 

　
一
戸
地
区
セ
ン
タ
ー

「
減

塩
商

品
の

食
べ

比
べ

」
 

「
減

塩
が

大
切

と
聞

く
け

ど
、

減
塩

商
品

は
味

が
薄
く

て
お

い
し

く
な

さ
そ

う
…

」
と

い
う

イ
メ

ー
ジ

は
あ

り
ま

せ
ん

か
？
通

常
商

品
と

減
塩

商
品

を
食

べ
比

べ
て

味
の

違
い

を
学

習
し

ま
し

ょ
う
。

い
ろ

ん
な

減
塩

商
品
の
試
食
を
ご
用
意
し
ま
す
！

い
わ

て
生

協
事

業
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
室
 

　
袰
主
　
恵
梨
　
氏



一戸町観光天文台　2026 年一般公開日 

 
 一般公開日は、事前のご予約不要で、どなたでもご利用いただけます。 
 
１．開館時間  18:00～21:00（最終入館受付は 20:00 まで） 
２・利用料金  大人（中学生以上）  400 円／1 人 
        子ども（小学生以下） 200 円／1 人 
３．利用内容  天体観察 ▷ 晴天時のみ 
        プラネタリウム ▷ 雨天時のみ 
        館内見学（随時） 
４．注意事項  ・荒天（気象警報発令時等）により、予告なく臨時休館、または利用内容が制限され

る場合があります。 
        ・団体でご利用いただく場合は、事前予約をお願いいたします。 
５．2026 年の一般公開日 

 
一戸町観光天文台管理事務所 電話 0195-33-1211（不在時は職員携帯へ転送されます）

 4月 一般公開日はありません

 5月 2日（土）、3日（日祝）、4日（月祝）、5日（火祝）、16日（土）
 6月 6日（土）、20日（土）
 7月 4日（土）、18日（土）、19日（日）
 8月 1日（土）、11日（火）、12日（水）、13日（木）、14日（金）、15

日（土）

 9月 5日（土）、19日（土）、20日（日）、21日（月祝）、22日（火祝）
 10月 10日（土）、11日（日）、24日（土）
 11月 一般公開日はありません



鳥
海

地
区

振
興

会
　

　
専

門
部

会
　

開
催

田
植

え
日

和
に

 

一
戸
小
学
校

児
童
　
田
植

え
に
来
る
　

 

５
月
２
８
日
（
木
）
、
一
戸

小
学
校

5
年

の
児

童
2
7
名
が

田
植
え
の
た
め

、
鳥
海

地

区
を
訪

れ
ま
し
た
。
慣

れ
ぬ

感
触

に
と
ま
ど
い

な
が

ら
、
恐

る
恐

る
足

を
入

れ
地

域
の

方
の

説
明

を
受

け
、
服

や
顔

を
泥

ま
み

れ
に
し
な

が
ら
て

て
い

ね
い

に
植

え
て

い
ま
し
た
。一

枚
の
田

一
面

に
植

え
ら
れ

た
苗

は
気
持

ち
よ
さ
そ
う
に
風

に

そ
よ
い
で

い
ま
し
た
。 

稲
は
地

域
の
方
に
見
守
ら
れ

秋
の
収
穫
を
待
ち
ま
す
。 

協
力

い
た
だ

い
た
地
域
の
皆

様
お
疲

れ
様
で

し
た
。

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

　
６
月

１０
日

（
水

）
、
鳥

海
地

区
振

興
会

専
門

部
会

が
、
２
０
名

の
参

加
で

開
催

さ
れ

ま
し
た

。
組

織
を
改

編
し

て
最

初
の
部

会
で

は
活

発
に
意

見
が

交
わ

さ
れ

ま
し
た
。
令

和
８
年

度
鳥

海
地

区
振

興
会

の
各

部
会

ご
と
に

今
年

度
の
活
動

を
検

討
し
、
全

体
会

議
で

報
告

さ
れ

ま
し
た
。
 

専
門
各

部
の
部

長
、
副

部
長

は
次
の
と
お
り
決

ま
り
ま
し
た
。
（
敬

称
略

）
　

 

●
教
育

振
興

部
・・
・・
部
長

：米
田
　

正
彦
　

　
副
部

長
：宮

守
　

努
 

・鳥
海

地
区
マ
ッ
プ

は
、
第

2
版
の
完

成
に
向

け
て
進

行
中

 

・講
演

会
の
開
催

、
鳥

海
地

区
振
興

会
３
０
周

年
記
念

講
演
は

ど
う
か
考

慮
中

 

・地
区

セ
ン
タ
ー

の
事
業

へ
の
協

力
、
必
要

に
応

じ
て

対
処

す
る

 

・読
書

運
動
の
推

進
、
Ｗ
Ｇ
と
連
携

し
て

活
動

を
検

討
 

・標
語

の
募

集
、
交

通
安
全

を
テ

ー
マ
に
募

集
 

●
環
境

改
善

部
・・
・・
・部

長
：苗

代
幅

　
孝
雄

　
　
副

部
長
：小

南
舘
　

淳
一
　

　
山
走

　
光
弘

 

　
・早

朝
ク
リ
ー

ン
作

戦
は

、
地

域
の
方
々

の
ご

協
力
を
頂
き
終

了
 

・桜
の
植
樹

場
所
整

備
は

7
月

5
日

（
日

）
に
実
施

予
定

 

　
・小

友
線

の
危

険
箇

所
の
整
備

を
促
す

 

・地
区

ス
ポ
ー

ツ
大
会

へ
の
参

加
を
促

す
 

●
鳥
海

地
区

セ
ン
タ
ー
整

備
推
進

部
・・
・部

長
：　

泉
久
保

　
義
昭

  
  
副

部
長
：柏

葉
　
輝

男
 

・柴
田

勝
治
先

生
の
展
示

ブ
ー

ス
の
整
備

 

・利
活

用
の
先
進

地
視
察

・
今

後
の

主
な

行
事

予
定

 

６
月

２
４
日

（水
）　

 ・
運

営
協

力
者

会
議

 

時
間

　
１
８
：３

０
～

 

場
所

　
鳥

海
地

区
セ

ン
タ

ー
 

６
月

２
６
日

（金
）　

　
・高

森
高

原
ま

つ
り

実
行

委
員

会
 

時
間

　
１
８
：３

０
～

 

場
所

　
鳥

海
地

区
セ

ン
タ

ー
 

６
月

２
７
日

(土
）　

 ・
町

民
セ

ミ
ナ

ー
開

講
式

 
時

　
間

　
１
０
：０

０
～

 

場
　
所

　
一

戸
地

区
セ

ン
タ

ー

令
和

８
年

６
月

１
２

日
 

第
４

３
５

号
 

発
行

 
鳥

海
地

区
セ

ン
タ

ー
 

　
中

里
字

中
前

田
1
5

 

℡
:3

3
-
1
2
0
4

¿
お

知
ら

せ
¿

 

い
ち
の

へ
町

民
セ

ミ
ナ

ー
、
令

和
８
年

度
の

受
講

生
の

募

集
を
令

和
８
年

６
月

１２
日

（
金

）
よ
り
各

地
区

セ
ン
タ
ー

で
受

け

付
け
し
ま
す
。

鳥 海 地 区 ☆ 石 碑 め ぐ り 
「 一 戸 町 名 誉 町 民 柴 田 勝 治 氏

顕 彰 の 碑 」 

鳥 海 地 区 出 身 で あ る 柴 田 氏 の 功 績 を 称

え よ う と 、 平 成 年 月 に 設 置 発 起 人 会12 4

が 立 ち 上 が り 、 町 当 局 に 設 置 の 要 請 、 ち ら

し に よ る 宣 伝 活 動 、 署 名 や 募 金 活 動 な ど を

経 て 平 成 年 ５ 月 日 に 除 幕 式 を 迎 え 現13 １６

在 に い た り ま す 。 

一 戸 町 総 合 運 動 公 園



６
月
７
日
（
日
）
、
高
森
高
原
ま
つ

り
 を

開
催

し
ま
し
た
。 

前
日
の
雨
が

嘘
の
よ
う
に
晴
れ

渡
り
、
風
車

が
と
ま
り
そ
う
な

お
だ

や
か
な

風
が

吹
き
、
こ
の
日
で
良

か
っ
た
と
皆

の
表

情
が

明
る
く
、
着

々
と
準
備

が
進

め
ら
れ

開
会
の
運
び

と
な

り
ま
し
た
。目

玉
の
豚

汁
、
奥
中
山

高
原
牛

も
も
丸

焼
き
無
料

コ
ー

ナ
ー

は
長

蛇
の
列
、
大
鍋
が

か
ら
っ
ぽ

に
な

り
ま
し
た
。ス

テ
ー

ジ
の
観
覧

者
も
多
く
用
意

し
た
イ
ス
が

足
り
な

く
な

る
ほ
ど
で
し
た
。 

た
け
の
こ
の
収

穫
量
は

昨
年
よ
り
多
か
っ
た
の
で

す
が

人
気

の
品

、
多
く
の
方

に
お
買
い

上
げ
い
た
だ

く
た
め

数
を
制
限
せ

ざ
る
を
得

ま
せ

ん
で
し
た
。 

高
森
高

原
ま
つ

り
実
行

委
員
会

を
は
じ
め

鳥
海
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア
高

森
会
、
地
域

の
方

々
、
地

域
の
方
以
外

に
も
多

く
協

力
い
た

だ
き
ま
し
た
。盛

況
に
終
わ

り
ま
し
た
こ
と
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
 

ま
た
、
前

日
の
た
け
の
こ
取
り
か
ら
袋
詰
め

、
豚
汁
の
準
備

、
ま
か
な

い
の
カ
レ
ー
作
り
と
、
携

わ
っ
た
皆
様
お
疲

れ
様
で
し
た
。

６
月
６
日
（
土
）
 

昨
年
よ
り
多
い
収
穫
、
売
り
上
げ
に
貢
献

 

１５
名

の
地

区
内

外
の

面
々

が
雨

の
中

、
た

け
の

こ
を
収

穫
し

て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

ゆ
で

釜
・大

き
な

桶
や

ざ
る
・皮

む
き
機

な
ど
の

用
具

を
貸

し
て

い
た
だ

き
ま
し
た
。 

工
藤
さ
ん
、
舘
下

さ
ん
、
宮

守
さ
ん
あ

り
が

と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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